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PowerQuest® コンピュータ指定のライセンス契約コンピュータ指定のライセンス契約コンピュータ指定のライセンス契約コンピュータ指定のライセンス契約

重要 : PowerQuest社のソフトウェアを使用する前に以下をよくお読みください。

本ライセンス契約は、お客様 (「エンドユーザー」)と PowerQuest Corporation (「PowerQuest」)との間の契約書で
す。同封のソフトウェアを使用することにより、エンドユーザーは以下の条項を受け入れたことになります。本ライセ
ンス契約において、「本ソフトウェア」という用語は、本ライセンス契約が同封されている CD またはディスク媒体上
に含まれているソフトウェアを意味します。「本ソフトウェア」には、PowerQuest 以外の者によって提供または供与
されている別途ライセンスの対象となるソフトウェアは含まれません。また、本ライセンス契約はそうしたソフトウェ
アについてなんらの権利も供与するものではありません。

エンドユーザーがここに記載する条項に合意しない場合には、当該 CDないしディスク媒体が含まれているソフトウェ
ア・パッケージ、ならびに本製品のその他のコンポーネントを破棄するか、または開封せずにそのまま購入場所まで返
却しなければなりません。

1. 所有権所有権所有権所有権 : 本ソフトウェアおよび付属書類は、PowerQuestまたはそのライセンサーの所有物であり、米国および日本の著作
権法、商標法、特許法およびトレードシークレットに関する法律、ならびに国際条約の諸規定によって保護されています。
本ソフトウェアおよびその一切のコピー、修正、翻訳および組み込まれた部分の独占的な所有権は、つねに PowerQuestお
よびそのライセンサーに帰属します。

2.ライセンスの許諾および期間ライセンスの許諾および期間ライセンスの許諾および期間ライセンスの許諾および期間 : PowerQuestはここに、エンドユーザーに対して、本ライセンス契約の条項に基づいて本ソ
フトウェアを使用する非独占的かつ譲渡不能のライセンスを許諾します。本ソフトウェアを一時的にメモリにロードした
り、永続的にメモリにインストールすると、本ソフトウェアをコンピュータ上で使用したものとみなされます。PowerQuest
からの書面による許可を事前に得ることなしに、本ライセンスを譲渡または移転することはできません。また、無許可で行
われた譲渡は無効とみなされます。

一身専属的ライセンス本ライセンス契約は、エンドユーザーの一身専属的なもの (個人あるいは法人 )です。そのため、エ
ンドユーザーは、本ライセンス契約下の利益あるいは権利を第三者に譲渡ないし移転してはならず、また、第三者の便宜や
データのために本ライセンス契約を行使してはなりません。

コンピューター指定のライセンス本ソフトウェアの使用許諾された１コピーは、エンドユーザーが所有またはリースを受け
ている (スタンドアローン、ネットワーク接続に関わない )特定の１台のコンピューターにつねに接続されているハード・ド
ライブに対してのみ使用することができます。一旦、１台のコンピューター上で使用すると、他のコンピューター上で使用
することはできません。本ソフトウェアをネットワーク上で利用する場合でも、本ソフトウェアに対するアクセスは、特定
の１台のコンピューターからしか行うことができません。本ソフトウェアが特定の１台のコンピューターからすでにアクセ
スされている場合、追加のライセンスを購入せずに、他のコンピューター上で本ソフトウェアを使用することはできません。

ライセンス許諾される本ソフトウェアのコピー複数のコンピュータまたは複数のユーザーによる本ソフトウェアの使用を
許可するライセンスを購入していない場合は、特定の 1台のコンピュータ上で本ソフトウェアの 1コピーのみを使用する権
利が与えられます。エンドユーザーは、バックアップのためにのみ、本ソフトウェアのコピー一部を作成することができま
す。本ソフトウェアのコピーには全て、PowerQuestの著作権およびその他の法的な表示を含めなくてはなりません。 

アップデートおよびサポートエンドユーザーは、本ソフトウェアの付属書類に記載されたテクニカルサポートを無料で受け
ることができます。エンドユーザーは、随時公表される PowerQuestの方針に従って、シングルユーザーライセンスによっ
て本ソフトウェアのほかのユーザーに提供されるのと同様の条件で、ソフトウェアのアップデート (アップデートは少数点
以下の数値の変更で示される )を受け取ることができます。

期間本ライセンス契約は、本ソフトウェアの購入日から有効となり、解約されるまで有効です。エンドユーザーは、本ソフ
トウェア、付属書類、ならびに一切のコピーを破棄することにより、いつでも本ライセンス契約を解除できます。

3.無許可の使用無許可の使用無許可の使用無許可の使用 : 本ライセンス契約で明示的に許可されている場合を除き、PowerQuest からの書面による明示的な許可を事
前に得ることなく、本ソフトウェアまたはその付属書類を電子的またはその他の手段で使用、コピー、修正、改変または転
送することはできません。また、本ソフトウェアを翻訳、リバース・プログラミング、ディスアセンブリング、逆コンパイ
ル、およびリバース・エンジニアリングすることもできません。

4.輸出規制輸出規制輸出規制輸出規制 : コンピューター・ソフトウェアの輸出および最終エンドユーザーに関してのアメリカ合衆国の条例による規制の
下で、本ソフトウェアの使用が許諾されています。エンドユーザは、1979 年の輸出管理法に限らず、随時改訂され公表さ
れているアメリカ合衆国の関連条例および法規を、充分に遵守することに同意するものとします。
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5.米国政府による使用の制限米国政府による使用の制限米国政府による使用の制限米国政府による使用の制限 : エンドユーザーが米国政府の省庁での使用を目的として本ソフトウェアを取得する場合は、以
下の条項が適用されます :本ソフトウェアは民間の費用のみで開発されたものであり、本ソフトウェアとその付属書類は制
限付き権利を付して提供されます。米国政府による本ソフトウェアの使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013 のテク
ニカルデータおよびコンピュータソフトウェアの権利に関する条項 (c)(1)(ii)、または 48 CFR 52.227-19 の商用コンピュー
タソフトウェアの制限付き権利に関する条項 (c)(1) および (2) のいずれかの既定により制限されます。契約業者 / 製造元
PowerQuest Corporation/P.O. Box 1911/Orem, UT 84059-1911/U.S.A.

6. 限定的保証限定的保証限定的保証限定的保証 : (a)PowerQuest は、エンドユーザーに対して以下を保証します : (i) 本ソフトウェア ( 第三者ソフトウェアを
含まない ) がほぼ付属書類通りに作動すること、および、(ii) 本ソフトウェアがディスク媒体上に適切に記録されているこ
と。この限定的保証は、購入の日から 90日間有効です。PowerQuestは、本ソフトウェアと共に提供される第三者ソフト
ウェアについては保証しませんが、PowerQuestは、その所有者ないしライセンサーによる保証をエンドユーザーに移行す
ることに合意します。(b) この限定的保証は、本ライセンス契約の条項や本ソフトウェアおよび付属書類上の指示に従わず
に改変、損傷、乱用、誤用ないし使用された本ソフトウェアには適用されません。(c)この限定的保証に基づく PowerQuest
の責任およびエンドユーザーに対する唯一の救済は、本ソフトウェアの修復または交換、あるいは、本ソフトウェアの購入
価格の返済に限定されます。PowerQuestは、本ソフトウェアが、エンドユーザーの保管する領収書のコピーを添えて、保
証期間内に PowerQuestまたはその代理店に返還されない限り、この限定的保証に基づく責任を負いません。本ソフトウェ
アの交換されたものについては、当初の保証期間の残存期間または 30日間のうち、いずれか長い期間につき保証されるも
のとします。(d) この保証は、明示または暗黙を問わず、商品性、特定の用途への適合性、および第三者の権利侵害につい
ての保証、または商慣行や取引過程で発生する保証を含むがそれに限定されない、本ライセンス契約中に明記されていない
その他一切の保証に代わるとともに、それらを排除するものです。(e) この保証はエンドユーザーに特定の法的権利を与え
ます。エンドユーザーは、居住地域によって異なるほかの権利を与えられる場合もあります。(f) エンドユーザがユーザ登
録を怠った場合、PowerQuestはソフトウェアのアップデートサービスを行うことができず、エンドユーザは実行とその結
果に一切の責任を負うことになります。

7. 責任の制限責任の制限責任の制限責任の制限 : いかなる場合においても、本ソフトウェアに関する PowerQuest の責任は、本ソフトウェアに対してエンド
ユーザーが実際に支払ったライセンス料の範囲に限定されます。限定的保証で既定される条件下での購入価格の返済を除
き、PowerQuestまたはその供給者は、いかなる場合においても、本ソフトウェアの使用または使用不能に関連して生じた
直接的損害、間接的損害、特別損害、付随的損害、結果的損害、および業務上の利益の喪失、業務の中断による損失、業務
情報の喪失、またはその他の金銭的損失を含むがそれに限定されない損害について、たとえかかる損害の発生の可能性を知
らされていた場合であっても、( 契約よると、不法行為によると、保証によると、またはその他一切の法律上の根拠による
とに関わらず )一切の責任を負いません。居住する地域によっては、付随的損害または結果的損害に対する責任の除外また
は制限が認められず、上記の制限が適用されない場合があります。

8. 権利の放棄権利の放棄権利の放棄権利の放棄 : 本ライセンス契約のいずれかの当事者による、特定の状況下での本ライセンス契約の特定の部分の不履行は、
本ライセンス契約で権利の放棄とはみなされません。当該当事者は、その状況下で本契約の残りの部分を実行することがで
き、また他の状況下で本契約のすべてまたは一部を実行することができます。

9. 完全な合意完全な合意完全な合意完全な合意 : 本ライセンス契約は、本ライセンス契約の主題に関して、エンドユーザーと PowerQuest との間の完全な合
意を構成します。本ライセンス契約はユタ州法を準拠法とします。本ライセンス契約に関連して発生する訴訟はすべて、ユ
タ州に所在する州裁判所または連邦裁判所においてのみ訴追されます。本契約の一部が無効とされた場合でも、本契約の残
りの部分は有効で拘束力を持ち、強制可能です。

エンドユーザーが本契約について質問がある場合、または、エンドユーザーがなんらかの理由により PowerQuest、また
は、PowerQuestの日本総代理店である（株）ネットジャパンに連絡をとる場合には、下記までご連絡ください。

PowerQuest Corporation/1359 North Research Way, Building K/Orem UT 84097 U.S.A.

株式会社ネットジャパン /〒 101-0032東京都千代田区岩本町 2-18-3 NBS岩本町ビルディング

Copyright© 1997-2000, PowerQuest Corporation. All rights reserved. 

本ソフトウェアは米国特許法をはじめ、米国ならびにその他の地域で懸案中の特許法によって保護される可能性があり
ます。

PowerQuest は PowerQuest Corporation の登録商標です。
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序章

Drive Imageとは

Drive Image は、ハードディスクドライブの完全なイメージを高速に作成できる低コスト
の製品です。ファイルをファイル単位でコピーするユーティリティとは異なり、Drive
Imageでは、SmartSector®によるイメージ作成機能を使って、ハードディスク全体または
個々のパーティションのイメージを正確に作成します。

Drive Image により、ネットワークドライブ、Jaz、Zip、MO、CD、またはそのほかのリ
ムーバブルメディアデバイス上に、ハードディスク全体または個々のパーティションのイ
メージファイルを圧縮形式で作成したり、復元することができます。Drive Image では
SmartSector のイメージ作成機能が使用されていますので、個人用に最適化した Windows
環境をそのまま復元することができます。Drive Imageの SmartSectorイメージ作成機能は、
FAT、FAT32、NTFS、HPFS、Linux Ext2、および Linux Swap に対応しています。Linux
以外の UNIX と NetWare の場合は、イメージはセクタ単位で作成されます。PowerQuest
社の ServerMagicには、NetWareサーバーのイメージ作成用に開発された Server Imageが
組み込まれていますので、合わせてご利用ください。

ハードウェア構成が変わるとオペレーティングシステムの競合が発生する可能性がありま
すので、Drive Imageは、異なるハードウェア構成のシステムで使用するためのハードディ
スクドライブのコピーやイメージ作成はサポートしていません。

Drive Image 4.0の新機能

また、Drive Image CD には、PowerQuest® DataKeeper™ が付属しています。DataKeeper
を使用すると、システムのドライブをモニタして、ファイルを連続的にバックアップする
ことができます。77ページの「PowerQuest DataKeeper」を参照してください。

• CD-Rと CD-RWのサポート
• イメージサイズの推定
• 非表示の FAT、FAT32、および

NTFSパーティション上での
イメージの作成

• イメージ状態チェッカー
• Drive Image File Editorの機能向上
• Windows Meのサポート
PowerQuest Drive Image 1
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Drive Imageのシステム要件

重要： Drive Image は、Windows NT Server、Windows 2000 Server、Windows 2000
Advanced Serverでは使用できません。

DOS または OS/2 コンピュータ上では、Drive Image を緊急用ディスクから実行する必要
があります。5 ページの「OS/2 または DOS のみのコンピュータにインストールする」を
参照してください。

Drive Image File Editor を使うには、Windows 95、Windows 98 または Windows NT
Workstationが必要です。

ハードウェア /
ソフトウェア 要件

プロセッサ Intel 386SX (Intel 486以降を推奨 )

RAM 16MB(32MBを推奨。FAT32またはNTFSでは32MBが必要)

3.5インチフロッピー
ディスクドライブ

3.5 インチフロッピーディスクドライブ (DOS のみのコン
ピュータまたは OS/2コンピュータ )

CD-ROMドライブ 必要 (速度の指定なし )。CDにイメージを直接作成するた
めの IDEまたはSCSI接続のCD-RまたはCD-RWドライブ

ハードディスクの
空き領域

8MB

オペレーティング
システム

Windows 95、98、Windows Me、NT Workstation 3.51また
は 4.0、Windows 2000 Professional、DOS 5.0、OS/2

モニタ VGA (SVGAを推奨 )

ポインティングデバイス 任意 (マウスを推奨 )
序章



第 章1

はじめに
この章で説明する内容は次のとおりです。

• Drive Imageのインストール

• Windowsで緊急用ディスクを作成する

• OS/2または DOSのみのコンピュータにインストールする

• リムーバブルデバイスドライバをインストールする

• Drive Imageを起動する前に

• Drive Imageを実行する

• Drive Imageをアンインストールする

• オンラインヘルプの利用
3
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Drive Imageのインストール

Drive Imageは、次のいずれかのオペレーティングシステムからインストールできます。

• Windows 95/98 
• Windows Me
• Windows NT Workstation 4.0
• Windows 2000 Professional

DOSまたは OS/2を使用している場合は、5ページの「OS/2または DOSのみのコンピュー
タにインストールする」を参照してください。

1. CDを CD-ROMドライブに挿入します。

2. CD の自動実行が有効になっている場合、Drive Image CD を CD-ROM ドライブに挿
入すると、インストールプログラムが自動的に起動されます。CD の自動実行が有効
になっていない場合は、[スタート ]→ [ファイル名を指定して実行 ]をクリックして
「drive:¥SETUP」と入力し (driveは CD-ROMドライブのドライブレター )、[OK]
をクリックします。

次のオプションが示されます。

• [インストール ]: Drive Imageをローカルハードディスクにインストールします。

• [緊急用ディスクの作成 ]: いくつかのディスクを作成します。これには、起動フ
ロッピーと、Drive Imageを DOSから起動できるようにするプログラムディスク
が含まれます。

• [ドキュメント ]: Drive Image、エラーメッセージ、Windows SysPrepツール、ハー
ドディスクの基本概念などの、各種 PDFマニュアルを表示します。

3. 必要に応じたオプションを選択して、画面上の指示に従います。

4. インストール処理の最後に、緊急用ディスクを作成することができます。

緊急用ディスクは作成することをお奨めします。緊急用ディスクは、ハードディスク
が起動不能になった場合や、Windowsにアクセスできない場合に、緊急用ディスクか
らコンピュータを起動して Drive Imageを実行できます。

Drive Image 4.0 は、コンピュータにインストールされている旧バージョンの Drive
Imageを上書きしません。以前のバージョンをアンインストールする方法については、
10ページの「Drive Imageをアンインストールする」を参照してください。
第 1章 : はじめに



Windowsで緊急用ディスクを作成する

Drive Image の緊急用ディスクは、Windows 95 以降で作成できます。Drive Image のディ
スクは 3枚あります。1つは、DOS起動ディスクです。残りの 2つのディスクには、Drive
Imageのプログラムが含まれます。ハードディスクに障害が発生した場合や、Windowsに
アクセスできない場合に、緊急用ディスクから Drive Imageを実行することができます。

1. Drive Imageインストールプログラムの [緊急用ディスクの作成 ]オプションを選択し
ます。

緊急用ディスクの制限 (Windows NT/Windows 2000)

Windows 95、Windows 98、および Windows Me システムでは、Drive Image はオペレー
ティングシステムの DOS ファイルを使用して 1 枚目の緊急用ディスクを作成します。
Windows NTおよびWindows 2000システムの場合、Drive Imageは Caldera DOSを使用し
ます。

Caldera DOSを使用して緊急用ディスクから起動する場合、Drive Imageは以下の制限を受
けます。

• NTFSパーティションが表示されません。
• 1024シリンダ境界をまたいでいたり、超過したパーティションは表示されません。
• 1024シリンダ境界をまたいでいたり、超過した拡張パーティションに存在するパー
ティションは表示されません。

Drive Image起動ディスク (3枚のディスクのうちのディスク 1)の代わりにWindows 95/98
起動ディスクを使用することで、上記の制限を回避できます。

これらの制限を除けば、緊急用ディスクから実行した Drive Image の機能はハードディス
クから実行した場合と同じです。

OS/2または DOSのみのコンピュータにインストールする

OS/2およびDOSのみのコンピュータではWindowsベースのインストールプログラムを実
行できないため、OS/2および DOSのみのシステムに Drive Imageをインストールするに
は、Drive Image CDの SETUP¥OS2DOSディレクトリにある MAKEDISK.BATファイル
を実行する必要があります。

このバッチファイルは、3つの緊急用ディスクを作成します。1つは、DOS起動ディスク
です。これには、リムーバブルメディアデバイスドライバも含まれます。残りの 2 つの
ディスクには、Drive Image プログラムが含まれます。上記の緊急用ディスクの制限に注
意してください。
PowerQuest Drive Image 5
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リムーバブルデバイスドライバをインストールする

セットアップ中に、Iomega および MO リムーバブルメディアデバイスのドライブをイン
ストールできます。

• Iomegaドライバをインストールする場合は、インストール時にIomegaドライバを選択
します。

• MOドライバをインストールする場合は、MOドライバを選択してから、必要なドライ
ブタイプ (ATAPIまたは SCSI)を選択します。

個々のデバイスドライバの詳細については、メーカーに直接お問い合わせください。
Iomegaおよび MOドライバのセットアップの詳細については、99ページの「リムーバブ
ルメディアドライブの設定」を参照してください。

NetWareクライアントでパラレルポートデバイスを使用する

パラレルポートのデバイスドライバをネットワーククライアントと一緒にロードすると、
システムが停止する場合があります。パラレルポートデバイスのデバイスドライバを安全
にロードするには、ネットワーククライアントをロードせずにシステムを再起動してくだ
さい。インストールプログラムで作成した起動ディスクセットを使用することもできます。
この問題の解決方法の詳細については、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

Drive Imageを起動する前に

Drive Imageを実行する前に、次の操作を行うことをお奨めします。

• 元のドライブの各パーティションに対し、ScanDisk(Windows 95/98)または CHKDSK
/F(Windows NT Workstation または Windows 2000 Professional) などのディスクユー
ティリティを実行し、ファイルシステムのエラーを調べます。

• OS/2の拡張属性を含む FATパーティションを復元する際にパーティションのサイズ
が変更される場合は、その各パーティションに 5MB 以上の未使用領域があることを
確認します。

• Drive Imageの緊急用ディスクを作成します。5ページの「OS/2またはDOSのみのコン
ピュータにインストールする」を参照してください。

Drive Imageを実行する

Drive Imageは、ハードディスクまたはフロッピーディスクから実行できます。

Drive Imageをハードディスクから実行する

1. Windows上で実行しているアプリケーションをすべて終了します。

2. [スタート ]→ [プログラム ]→ [PowerQuest Drive Image 4.0]→ [Drive Image 4.0]
をクリックします。
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緊急用ディスクから Drive Imageを実行する

1. 起動ディスク (1枚目の Drive Image緊急用ディスク )を挿入します。

起動ディスクと Drive Image フロッピー ( 緊急用ディスク ) を作成する方法について
は、5 ページの「OS/2 または DOS のみのコンピュータにインストールする」を参照
してください。

イメージを CD-R に作成する場合は、Drive Image を実行する前に PQPACKET.EXE
をロードする必要があります。1 枚目の Drive Image 緊急用ディスクではなく独自の
起動ディスクを使用する場合は、PQPACKET.EXEを手動でロードする必要があります。

2. コンピュータを再起動します。

DOSがロードされ、A:プロンプトを表示します。

3. Drive Imageプログラムフロッピー (Drive Imageフロッピーセットのディスク 2)を挿
入します。

4.「PQDI」と入力し、Enter キーを押します。

Drive Imageを緊急用ディスクから実行した場合は、いくつかの制限があります。5ページ
の「緊急用ディスクの制限 (Windows NT/Windows 2000)」を参照してください。これらの
制限を除けば、緊急用ディスクから実行した Drive Image の機能はハードディスクから実
行した場合と同じです。

Drive Imageをスケジュールした時間に実行する

Drive Image Scheduler を使用して、Drive Image を指定した時刻や間隔で実行することが
できます。Drive Image Scheduler は、単に Drive Imageの起動を求めるプロンプトを表示
するだけです。コンピュータ上の特定のドライブを自動的にバックアップするのではあり
ません。

重要： Drive Image Scheduler は、Windows のタスク機能に基づいています。このため、
Windowsのインストール時に [タスク ]をインストールしていない場合は、Drive
Image Schedulerは使用できません。

Drive Image Schedulerを起動する

1. Windowsの [スタート ]メニューから [プログラム ]→ [PowerQuest Drive Image 4.0]
→ [Drive Image Scheduler]をクリックします。
PowerQuest Drive Image 7
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[Drive Imageのバックアップスケジュール ]ダイアログボックスが表示されます。

バックアップタスクをスケジュール設定する

1. [Drive Imageバックアップスケジュール ]ダイアログボックスで、[複数のスケジュー
ルを表示する ]チェックボックスがマークされていることを確認します。

1つのバックアップスケジュールだけを作成する場合は、[複数のスケジュールを表示
する ]のマークを外して、手順 3に進みます。

2. [新規 ]をクリックします。

3. [タスクのスケジュール ]ドロップダウンリストから、バックアップの実行間隔を選択
します。

Drive Image を実行する頻度を指定するオプションを選択します。次に、選択したオ
プションの詳細を指定します。 

オプション 詳細

[日単位 ] • 開始時刻
• 日 (毎日、1日ごと、など )

[週単位 ] • 開始時刻
• 週 (毎週、1週おき、など )
• 曜日
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[日単位 ]、[週単位 ]、[月単位 ]、および [1回のみ ]オプションには、オプションの詳
細設定があり、タスクの開始日や終了日を指定できます。

4. [OK]をクリックします。

スケジュール設定されたタスクが、Windowsのタスクフォルダに表示されます。スケ
ジュール設定されたタスクを表示するには、Windowsデスクトップのマイコンピュー
タを右クリックして、[開く ]をクリックし、[タスク ]をダブルクリックします。

上記の手順を繰り返すことで、別のバックアップスケジュールも作成できます。新し
いバックアップスケジュールを作成するごとに、[スケジュール ]タブの上部にあるド
ロップダウンリストにタスクが追加されます。([ 複数のスケジュールを表示する ] を
選択している必要があります。)特定のスケジュール済みタスクを起動したい場合は、
単にそれをドロップダウンリストから選択して、[OK]をクリックします。

既存のスケジュール済みバックアップタスクを編集するには、Windowsのタスクフォ
ルダで [Drive Image のバックアップ ] をダブルクリックして、[ スケジュール ] タブ
をクリックします。

[月単位 ] • 開始時刻

• 日にち(1、15など)または相対日付(月の第1月曜日など)日
にちとして 29、30、または 31を選択した場合は、タスク
はその日にちを含む月にだけ実行されます。

• タスクを実行する月 (1月、2月など )

[1回のみ ] • 時刻
• バックアップを実行する正確な日付

[システム起動時 ] このオプションを選択すると、コンピュータの起動時に
Drive Imageが起動されます。

[ログオン時 ] このオプションを選択すると、コンピュータへのログイン時
に Drive Imageが起動されます。

[アイドル時 ] このオプションを選択すると、指定した分数だけコンピュー
タがアイドル状態だったときに Drive Imageが起動されます。

オプション 詳細
PowerQuest Drive Image 9
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スケジュール済みタスクを削除する

複数のスケジュールを作成している場合、必要なくなったスケジュールをドロップダウン
リストから削除できます。

1. [Drive Image のバックアップスケジュール ] ダイアログボックスで、[ 複数のスケ
ジュールを表示する ]チェックボックスがマークされていることを確認します。

2. [スケジュール ]タブの上部にあるドロップダウンリストからスケジュール済みタスク
を選択します。

3. [削除 ]をクリックします。

Drive Imageをアンインストールする

1. [スタート ]→ [プログラム ]→ [PowerQuest Drive Image 4.0]→ [Drive Imageのア
ンインストール ]をクリックします。

または、[スタート ] → [設定 ] → [コントロールパネル ] → [アプリケーションの追加
と削除 ] → [Drive Image 4.0]をクリックすることもできます。

2. 以降は、画面に表示される指示に従って操作してください。

オンラインヘルプの利用

1. [ヘルプ ]→ [目次 ]をクリックすれば、Drive Imageヘルプを使用するための全般的な
説明が表示されます。または、いつでも F1キーを押してヘルプ索引を表示できます。

Drive Image File EditorはWindowsプログラムであり、完全なWindowsヘルプシステムが
用意されています。
第 1章 : はじめに



第 章2

イメージファイルの作成
この章で説明する内容は次のとおりです。

• 概要

• イメージファイルとハードウェア構成

• Windows NTまたはWindows 2000パーティションを コピーする

• 準備

• イメージファイルを作成する

• 拡張オプション

• 事例
11
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概要

Drive Image を使用して、DOS によってドライブレターを割り当てられた任意の物理ドラ
イブや論理ドライブ、たとえばフロッピードライブ、第 2ハードディスクドライブ、CD-R
または CD-RWドライブ、ネットワークドライブ、およびリムーバブルメディアドライブ
である Jaz、Zip、およびMOドライブなどにイメージファイルを作成できます。

また、非表示の NTFS、FAT、および FAT32パーティションや、ドライブレターを割り当
てられていない IDEまたは SCSI接続の CD-Rや CD-RWドライブ上にもイメージファイ
ルを作成できます。

あるドライブがイメージファイルの保存に使用できるかどうか不明な場合は、[参照 ]をク
リックすると使用可能なドライブがすべて表示されます。

イメージファイルとハードウェア構成

ハードウェア構成が変わるとオペレーティングシステムの競合が発生する可能性があるの
で、Drive Image は、異なるハードウェア構成のシステムで使用するためのハードディス
クドライブのコピーやイメージ作成はサポートしていません。

あるコンピュータ上でイメージを作成し、そのイメージをハードウェア構成が異なるコン
ピュータ ( マザーボードやビデオカードが異なるコンピュータなど ) で復元すると、オペ
レーティングシステムが正常に起動しない場合があります。したがって、イメージの作成
と復元は、ハードウェア構成が同一のコンピュータ間でのみ行うことをお勧めします。

ハードディスクのイメージ作成などの処理に際して、オペレーティングシステムなどのソ
フトウェアをコピーする場合は、ソフトウェアの製造元のライセンス契約の内容に留意し
てください。

Windows NTまたはWindows 2000パーティションを
コピーする

Drive Imageを使って、WindowsがインストールされているWindows NTまたはWindows
2000パーティションをコピーすると、BOOT.INIファイルに関連する問題が発生する場合
があります。BOOT.INIファイルには、Windowsローダーの起動オプションおよびWindows
パーティションの順序に関する情報が記述されています。Drive Image を使って Windows
パーティションをコピーした結果パーティションの順序が変更された場合、Windows NT
またはWindows 2000オペレーティングシステムファイルの新しい順序が BOOT.INIファ
イルに反映されないことがあります。この結果、Windowsパーティションを起動できなく
なります。

PowerQuestは BOOT.INIファイルの更新および編集を可能にする方法を開発しました。実
行ファイルは NTFSINI.EXE です。詳細 ( 英語 ) については、PowerQuest の Web サイト
(www.powerquest.com/support/pm/pm6076.html)をご覧ください。
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準備

1. Drive Imageでイメージを作成する前に、ScanDiskやNortonのDisk Doctorなどのディ
スクユーティリティプログラムを使ってハードディスク上のエラーを検出し、エラー
があれば修復します。

Windows NT WorkstationおよびWindows 2000ユーザーの場合は、CHKDSK /Fを実
行してください。

2. ディスクの断片化を修復するユーティリティを使って、ハードディスクドライブを最
適化しておくとなおよいでしょう。

3. イメージファイルを作成する前に、BIOS でのウイルス検出機能を無効にしておいて
ください。

ウイルス検出機能を有効にしたまま [完了 ]をクリックすると、Drive Imageが停止し
てしまうことがあります。

4. イメージを作成するドライブが DOS で使用可能であることを確認します。使用可能
なドライブを表示するには、[イメージファイル名 ]画面で [参照 ]をクリックします。
詳細については、16 ページの手順 6 を参照してください。イメージを作成する前に
は、リムーバブルメディアのセットアップ、およびネットワークドライブにアクセス
するための起動ディスクの作成が必要です。

イメージファイルを CD-Rまたは CD-RW上に作成する

Drive Imageでは、CD-Rメディアに直接イメージファイルを作成できます。ただし、以下
の条件が満たされていない場合、CD-R ドライブはイメージファイルの対象先ドライブと
して認識されません。

• CD-RまたはCD-RWドライブは IDEまたはSCSI接続にする。USBやFireWire接続の
CD-Rドライブはサポートされません。

• HIMEM.SYSを CONFIG.SYSファイルにロードする。

• EMM386.EXEを CONFIG.SYSファイルにロードしない。

• PQPACKET.EXEを実行してから、Drive Image実行ファイルの PQDIを動作させる。
Drive Image をメインインストールディレクトリまたは緊急用ディスクから起動した
場合、PQPACKETは自動的に実行されます。Drive Imageを別のディレクトリから起
動する場合は、その前に PQPACKETを検索して手動で実行しておく必要があります。
Drive Image を別のドライブから起動する場合は、PQPACKET を実行してから Drive
Imageを起動するようにバッチファイルを作成することもできます。

• CD-RWメディアにイメージを作成する場合、そのメディアは空で未フォーマット状態
でなければなりません。
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イメージファイルを作成する

1. イメージファイルを作成する前に、ドライブ上で ScanDiskを実行します。

2. Drive Imageのメイン画面で [イメージの作成 ]をクリックします。

[元のドライブの選択 ]画面が表示されます。
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3. イメージファイルにしたいパーティションがあるハードディスクを選択します。

コンピュータ上にあるすべてのハードディスクのパーティションを選択するには、
[全ディスク ]をクリックします。

4. [次へ ]をクリックします。

[ 元のパーティションの選択 ] 画面が表示されます。この画面には、選択したハード
ディスクにあるすべてのパーティションが表示されます。画面の上部のパーティショ
ンマップには、ハードディスクの内容がグラフィカルに表示されます。2GBのブート
コード境界が青のインジケータ (三角マーク )で示され、1024のシリンダ境界が黒の
インジケータで示されます。インジケータは、起動可能にするパーティションを作成
するときに便利です。多くのオペレーティングシステムではハードディスクの最初の
2GB内に起動コードを置く必要があるからです。

5. イメージファイルに含めるパーティション ( 元のパーティション ) をパーティション
リストから選択するか、[全てを選択 ]をクリックしてすべてのパーティションを自動
的に選択します。

コンピュータ上にあるすべてのパーティションを表示するには、画面をスクロールす
る必要があるかもしれません。コンピュータに複数のハードディスクがある場合、パー
ティションリストの最初の列には、パーティションが存在する物理ハードディスクが
表示されます。

パーティションの選択を解除するには、パーティションをもう一度クリックします。
すべてのパーティションの選択を一度に解除するには、[選択なし ]をクリックします。
PowerQuest Drive Image 15
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6. [次へ ]をクリックします。

7. [ イメージファイル ] フィールドにイメージファイルのパスとファイル名を入力しま
す。たとえば、「D:¥MYIMAGE.PQI」と入力します。

イメージファイルは、イメージファイルに含めないパーティションに保存してくださ
い。[参照 ]をクリックして、イメージファイルの保存先ディレクトリを検索すること
もできます。CD-R のドライブレターを入力するだけでは CD にイメージを保存でき
ません。[参照 ]をクリックして、CD-Rまたは CD-RWドライブを選択してください。
CDドライブはリストに ¥¥.¥pqcdx¥ドライブ名として表示されます。xは CDドライブ
の番号です。

[参照 ]をクリックすると [新規イメージファイル ]ダイアログボックスが表示される
ので、そこから非表示の NTFS、FAT、または FAT32 パーティションを選択してイ
メージを保存することもできます。非表示の NTFSパーティションは、[ドライブ ]リ
ストに ¥¥.¥Diskn.Partmという名前で表示されます。nはディスクの番号で、mはその
ディスク上のパーティションの番号です。ドライブおよびパーティション番号は 0で
始まります。NTFS パーティションが最初のディスク上の 3 番目のパーティションで
ある場合は、¥¥.¥Disk0.Part2として表示されます。非表示のパーティションを更に詳
しく識別するために、ボリュームラベルがある場合はそれが表示されます。

既存のイメージファイルを上書きしたくなければ、同じ名前のイメージファイルが既
に存在していないことを確認してください。デフォルトでは、イメージファイル名の
拡張子は .PQIです。
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重要： ファイル名には、スペースや拡張文字を使用しないでください。日本語も使
用できません。ファイル名にスペースや拡張文字が含まれていると、Drive
Image、DOS、または Drive Image File Editorからイメージファイルにアクセ
スできない場合があります。

Drive Image の実行中にネットワークドライブにアクセスするには、DOS 起動ディス
クを作成しなければならない場合があります。ネットワーク管理者に相談して正しい
ネットワークドライバを入手し、Drive Image の 1 枚目の緊急用ディスクにコピーし
てください。

8. (必要に応じて )[イメージファイルのコメント ]フィールドに、イメージファイルにつ
いての短いコメントを入力します。

イメージファイルについてのコメントは、( 半角英数字 ) 232 文字まで入力できます。
Drive Image は、ドライブ、パーティション、およびラベルに関する情報を自動的に
挿入します。

9. [次へ ]をクリックします。

10. 圧縮レベルを選択します。

Drive Imageは、圧縮の各レベルに対するイメージファイルのサイズを推定します。リ
ムーバブルメディア上にイメージファイルを作成している場合、Drive Image ではイ
メージファイルを保存するのに必要なメディアの数も推定します。表示される数値は
概算です。実際のイメージファイルサイズは、圧縮率により異なる場合があります。
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• [非圧縮 ]は、イメージファイルの作成方法のうち、最も高速な方法であり、空き領
域が十分ある場合に効果的です。ただし、混雑したネットワークドライブや比較的
速度の遅いリムーバブルメディアにイメージファイルを保存するときは、ファイル
を圧縮した方が処理が速い場合があります。ファイルを圧縮すると、データの転送
量が少なくなるためです。デフォルトでは、[非圧縮 ]が選択されています。

• [標準レベル ]の圧縮率は、平均 40%です。

• [高レベル ]の圧縮率は、平均 50%です。

最新バージョンのDrive Imageを使って作成したイメージファイルは、以前のバージョ
ンの Drive Imageでは読み込めません。つまり、Drive Image 4.0で作成したイメージ
ファイルは、それ以前のバージョンでは読み込めません。Drive Image 4.0では、Drive
Imageの旧バージョンで作成されたイメージファイルを読み込めます。

11. [次へ ]をクリックします。

この時点までに入力した情報がすべて表示されます。

設定した情報を変更したいときは、[戻る ]をクリックしてください。

12. (必要に応じて )[拡張オプション ]をクリックすると、(リムーバブルメディア用に )
イメージファイルの分割、ファイルシステムエラーの診断または SmartSector コピー
の無効化、イメージファイルのパスワード保護、および作成したイメージファイルの
状態検証やディスクの書き込み検証を選択できます。

詳細については、20ページの「拡張オプション」を参照してください。

13. [完了 ]をクリックして、イメージファイルの作成を開始します。
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手順 6で既存のイメージファイル名を入力した場合、指定した <パスとファイル名 >
が既に存在することを通知するメッセージが表示されます。この場合、既存のイメー
ジファイルを上書きするか、新しい別のイメージファイルの名前を指定してください。
[アップグレード]をクリックすると、既存のイメージファイルがただちに削除されます。

イメージファイルをフロッピーディスクやリムーバブルメディアに保存しようとする
と、メディア分割機能が自動的に有効になり、イメージファイルを複数のディスクに
分割できるようになります。イメージファイルを保存するディスクには、それぞれ最
低 100 KB の空き領域が必要です。メディア分割機能を使う場合は、イメージファイ
ルを復元するときにディスクを正しい順番で挿入しなければならないので、ディスク
に番号を付けておくようにしてください。

[イメージを作成中 ]ダイアログボックスが表示されます。

処理が完了すると、次のメッセージが表示されます。「イメージファイルが作成されま
した :<イメージファイル名 >」

14. [OK]をクリックして、Drive Imageのメイン画面に戻ります。

重要： ハードウェア構成の相違が原因でオペレーティングシステムの競合が発生
する場合があるため、ハードウェアが異なるシステム上で作成したイメージ
を復元しないでください。
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拡張オプション

[イメージファイルを作成する準備ができました ]画面で [拡張オプション ]をクリックす
ると、[イメージ作成拡張オプション ]ダイアログボックスが表示されます。

オプション 目的

[ファイルシステム
エラーの診断 ]

エラーを診断しない場合は、[ ファイルシステムエラーの診
断 ]チェックボックスからマークを外します。

ScanDisk などのディスクユーティリティプログラムで既に
ハードディスクドライブのエラーを診断してある場合は、
Drive Image でファイルシステムのエラーを診断する必要は
ありません。[ファイルシステムエラーの診断 ]チェックボッ
クスからマークを外すと、パーティションのコピーにかかる
時間を節約できます。

Drive Image をロードする前にディスクユーティリティプロ
グラムを実行しなかった場合は、[ ファイルシステムエラー
の診断 ]チェックボックスのマークを付けたままにしてくだ
さい。ScanDiskでは、Drive Imageの診断機能を使用した場
合よりも多くのエラーが発見されます。

[SmartSectorコピーを
使用しない ]

Drive Imageの SmartSectorテクノロジーは、データが含まれ
ているクラスタやセクタだけをコピーすることにより、デー
タのコピーを高速化します。しかし、厳しいセキュリティが
設定されている環境で使用している場合など、データの有無
にかかわらず元の状態のまますべてのクラスタやセクタを
コピーした方がよい場合もあります。

すべてのクラスタやセクタをコピーする場合は、
[SmartSectorコピーを使用しない ]チェックボックスをマー
クします。[SmartSectorコピーを使用しない ]チェックボッ
クスをマークすると、処理時間が長くなり、イメージファイ
ルのサイズが大きくなります。

[ディスクの書き込み
検証 ]

ディスクにデータが書き込まれていることを Drive Imageで
検証する場合に、このオプションを選択します。ディスクの
書き込み検証は必須ではありません。この検証によって、イ
メージファイルの作成がかなり遅くなる場合があります。

CD-R に新しいイメージファイルを作成する場合、このオプ
ションはデフォルトで選択されており、異なる機能も実行さ
れます。CDにイメージファイルを焼き付けた後、Drive Image
はイメージファイルがCDから読み込めるかどうかを確認し
ます。したがって、イメージに問題が生じた場合は再作成で
きます。CD-Rに対してこのオプションを選択しても、イメー
ジファイルのサイズは変わりません。
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[イメージファイルの
検証 ]

このオプションを選択すると、Drive Image では以下の機能
が実行されます。

• イメージ内のすべてのファイルが開けるかどうかを検
査する。

• イメージファイル内の内部データ構造が、使用可能な
データと一致するかどうかを検査する。

• イメージファイルが圧縮解除でき、元どおりのサイズの
データが作成されるかを検査する。

• 作成されたイメージファイル内のデータが、イメージ化
されたディスクの内容と一致するかどうかを検査する。

Drive Imageは、イメージファイルが状態診断に合格したか、
不合格だったかをレポートします。

[イメージファイルの
パスワード保護 ]

イメージファイルをパスワードで保護するには、[ イメージ
ファイルのパスワード保護 ]チェックボックスをマークし、
[ パスワード ] フィールドにパスワードを入力します。パス
ワードの大文字と小文字は区別されます。パスワードを変更
するか、元に戻すには、Drive Image File Editorを使う必要が
あります。70ページの「イメージにパスワードを追加する」
を参照してください。

重要： イメージファイルのパスワードは、安全な場所に保
管しておいてください。パスワードを忘れると、
ファイルを復元できなくなります。

[イメージファイルを
分割して保存 ]

イメージファイルを作成した後にリムーバブルメディアに
コピーする場合は、Drive Image によって大きなイメージを
小さなファイルに分割できます。ファイルを分割するには、
[イメージファイルを分割して保存]チェックボックスをマー
クし、[ ファイルサイズ ( バイト )] フィールドに各イメージ
ファイルの最大サイズをバイト単位で入力します。イメージ
ファイルを CD に保存する場合は、ファイルサイズとして
650,000,000 (およそ 650MB)以下にするとよいでしょう。

オプション 目的
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事例

Zipドライブにイメージファイルを作成する

システム構成

1.2GBのハードディスクドライブ 1台

• 800MBのアクティブな基本FATパーティション (C:)。Windows 95で動作し、使用済み
領域は 300MB、未使用領域は 500MB。

• 1つの論理FATパーティションを含む400MBの拡張パーティション (D:)。400MBのう
ち、使用済み領域は 350MB、未使用領域は 50MB。

Zipドライブ (E:)1台。250MBのカートリッジ付き。

目的

ハードディスクドライブの論理パーティション (D:)のイメージファイルを作成し、Zipド
ライブに保存します。

手順

1. Drive Imageのインストール時に、Iomegaドライバをインストールするオプションを
選択します。

2. D: パーティションに対して ScanDisk を実行してエラーを検出し、エラーがあれば修
復します。

3. イメージファイルのサイズが 1枚の Zipディスクに収まらない大きさになるため、複
数のディスクに分割してイメージを作成します。

1枚目の Zipディスクに、「MYIMAGE DISK #1」というラベルを貼ります。イメージ
ファイルの作成中に別のメディアが必要になると、新しいメディアの挿入を求めるプ
ロンプトが表示されます。以降、新しく作成する Zipディスクに、順番に「MYIMAGE
DISK #2」、「MYIMAGE DISK #3」というようにラベルを貼ります。

4. Zipディスクをフォーマットし、カートリッジのエラーを検出して修復します。

5. Drive Imageを実行します。

Drive Imageにより Zipドライバが自動的にロードされるので、Zipドライブに割り当
てられたドライブレターを書き留めておいてください。ここでは、Zip ドライブを E:
とします。

6.「MYIMAGE DISK #1」というラベルの Zipディスクを Zipドライブに挿入します。

7. Drive Imageのメイン画面で、[イメージの作成 ]をクリックします。
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8. 既に [ディスク 1]が選択されているはずです。[次へ ]をクリックします。

ハードディスクが 1台しかない場合、この手順は省略されます。

9. 論理パーティション (D:)を選択し、[次へ ]をクリックします。

10. [イメージファイル ]フィールドに「E:¥MYIMAGE.PQI」と入力します。または、
[参照 ]をクリックして、ドライブ E:を選択し、イメージファイル名を入力してから、
[OK]をクリックします。

11. [次へ ]をクリックします。

12. 圧縮レベルとして、[高レベル ]を選択します。

[高レベル ]を選択すると、400MBの論理パーティションのイメージが約 50%圧縮さ
れます。

13. [次へ ]をクリックします。

14. [完了 ]をクリックします。

15. 次のメディアを挿入するように要求されたら、Zip ドライブのビジー状態を示すライ
トが消えるまで待ちます。ライトが消えたら Zipドライブから「MYIMAGE DISK #1」
を取り出し、「MYIMAGE DISK #2」を挿入します。

16. イメージの作成処理が完了したら、[OK]をクリックして Drive Imageのメイン画面に
戻り、Drive Imageを終了します。

結果

400MBの論理パーティションが、分割イメージファイルとして 2枚の Zipディスクに保存
されます。この論理パーティションは、パーティションを作成していない領域が 400MB
以上あるハードディスクドライブに復元できます。

Zip ドライブからイメージを復元する方法については、37 ページの「Zip ドライブからイ
メージファイルを復元する」を参照してください。

CD-Rにイメージファイルを作成する

システム構成

1.8GBのアクティブな基本パーティション (C:)が 1つ含まれている 3GBのハードディス
クドライブ 1台。Windows 95で動作し、使用済み領域は 1.5GB、未使用領域は 300MB。

1台の CD-Rまたは CD-RWドライブ (E:)。

目的

ハードディスクドライブのアクティブな基本パーティション (C:)のイメージファイルを作
成し、CD-Rまたは CD-RWに保存します。
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手順

1. 既にデータを含んでいる CD-RW メディアを使用する場合は、既存のファイルを CD
から削除する必要があります。

2. イメージファイルのサイズが大きく、1 枚の CD( ～ 900MB) に収まらないため、CD
を 2枚作成してください。

3. C: パーティションに対して ScanDisk を実行してエラーを検出し、エラーがあれば修
復します。

4. Drive Imageを実行します。

PQPACKETを Drive Imageより先に実行してください。そうしないと CD-Rドライブ
が表示されません。13ページの「イメージファイルを CD-Rまたは CD-RW上に作成
する」を参照してください。

5. Drive Imageのメイン画面で、[イメージの作成 ]をクリックします。

6. 既に [ディスク 1](使用しているハードディスクドライブ )が選択されています。

7. [次へ ]をクリックします。

8. アクティブな基本 C:パーティションを選択して、[次へ ]をクリックします。

9. [参照]をクリックして、使用可能なドライブのリストからCD-Rドライブを選択します。

ドライブ名は¥¥.¥pqcd0¥ドライブ名形式で表示されます。目的のCDドライブがリス
トにない場合は、Drive Imageに CDドライブを認識させる方法について 13ページの
「イメージファイルを CD-Rまたは CD-RW上に作成する」を参照してください。

10. [ファイル名 ]の下にイメージファイルの名前を入力して、[OK]をクリックします。

11. [次へ ]をクリックします。

12. 圧縮レベルとして、[標準レベル ]を選択します。

[標準レベル ]を選択すると、1.8GB の基本パーティションのイメージが約 40%圧縮
されます。

13. [次へ ]をクリックします。

14. [完了 ]をクリックします。

15. イメージの作成処理が完了したら、[OK]をクリックして Drive Imageのメイン画面に
戻り、Drive Imageを終了します。

これで、イメージファイルを格納している CDが最低でも 2枚できたことになります。
CDに分かりやすいラベルを貼って、イメージファイルを後で復元できるようにします。
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結果

1.8GB の基本パーティションが、2 つの分割イメージファイルとして、2 枚の CD に保存
されます。この基本パーティションは、パーティションを作成していない領域が 1.8GB以
上あるハードディスクに復元できます。CD からイメージを復元する方法については、39
ページの「CDドライブからイメージファイルを復元する」を参照してください。

第 2ハードディスクドライブにイメージファイルを作成する

システム構成

ディスク 1: 3.5GBハードディスクドライブ 1台

• 1.5GBの基本 FAT32パーティション (C:)。Windows 98で動作し、1.5GBのうち、使用
済み領域は 500MB、未使用領域は 1GB。

• 1つの論理FATパーティションを含む1GBの拡張パーティション (E:)。1GBのうち、使
用済み領域は 400MB、未使用領域は 600MB。

• パーティションを作成していない 1GBの空き領域。

ディスク 2: 2GBのハードディスクドライブ 1台

• 1GBの基本 FATパーティション (D:)。1GBすべてが未使用領域。

• 1つの論理パーティションを含む1GBの拡張FATパーティション (F:)。1GBのうち、使
用済み領域は 600MB、未使用領域は 400MB。

目的

ディスク 1 にある 1GB の論理パーティション (E:) のイメージファイルを作成し、それを
ディスク 2の基本パーティション (D:)に保存します。

1. 両方のハードディスクドライブに対して ScanDiskを実行し、エラーをチェックおよび
修復します。

2. Drive Imageを実行します。

3. Drive Imageのメイン画面で、[イメージの作成 ]をクリックします。

4. [ディスク 1]を選択します。

5. [次へ ]をクリックします。

6. E:パーティションを選択します。

7. [次へ ]をクリックします。

8. [イメージファイル ]フィールドで、「D:¥MYIMAGE.PQI」と入力します。
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9. 圧縮レベルとして、[非圧縮 ]を選択します。

[非圧縮 ]は、イメージファイルを作成する上で最も高速な方法です。空き領域を十分
に確保できる場合は、このオプションを使うとよいでしょう。

10. [次へ ]をクリックします。

11. [完了 ]をクリックします。

12. イメージの作成処理が完了したら、[OK]をクリックして Drive Imageのメイン画面に
戻り、Drive Imageを終了します。

結果

ディスク 1にある 1GBの論理パーティション (E:)のイメージは、MYIMAGE.PQIという
名前のイメージファイルとして、ディスク 2 の基本パーティション (D:) に格納されます。
この論理パーティションは、パーティションを作成していない領域が 1GB以上あるハード
ディスクドライブに復元できます。
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第 章3

イメージファイルの復元
この章で説明する内容は次のとおりです。

• 概要

• CDドライブからイメージを復元する

• イメージファイルを復元する

• サイズ変更オプション

• 拡張オプション

• 事例
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概要

この章では、Drive Image ファイルを別のドライブまたは別のパーティションに復元する
方法について説明します。

重要： あるコンピュータ上でイメージを作成し、そのイメージをハードウェア構成が異
なるコンピュータ ( マザーボードやビデオカードが異なるコンピュータなど ) で
復元すると、オペレーティングシステムが正常に起動しない場合があります。し
たがって、イメージの復元は、ハードウェア構成が同一のコンピュータ間でのみ
行うことを推奨します。

関連作業

• 圧縮または分割したイメージファイルから一部のファイルを選択して復元するには、
71ページの「ファイルまたはパーティションを復元する」を参照してください。

• 1994年以前の BIOSを搭載したコンピュータで、イメージファイルを復元して新しい
ハードディスクドライブをセットアップする場合は、90ページの「ドライブオーバー
レイソフトウェアと一緒に Drive Imageを使う」を参照してください。

• Ghostで作成したイメージファイルを復元するには、96ページの「Ghostイメージファ
イルを Drive Imageファイルに変換する」を参照してください。

CDドライブからイメージを復元する

PQPACKET.EXE を実行してから、Drive Image 実行ファイルの PQDI を動作させます。
Drive Imageをメインインストールディレクトリまたは緊急用ディスクから起動した場合、
PQPACKETは自動的に実行されます。Drive Imageを別のディレクトリから起動する場合
は、その前に PQPACKETを検索して手動で実行しておく必要があります。

[イメージファイルの選択 ]画面で [参照 ]をクリックすると、CDドライブが ¥¥.¥pqcdxと
表示されます。x は CD ドライブの番号です。ドライブを選択すると、イメージファイル
が表示され、復元できるようになります。

CD ドライブはドライブレターで表示される場合もあります。ただし、ドライブレターは
選択しないでください。¥¥.¥pqcdxで表示されるドライブ番号を指定します。

イメージファイルを復元する

1. BIOSでのウイルス検出機能を無効にします。

ウイルス検出機能を有効にしたまま [ 完了 ] をクリックしてイメージファイルを復元
しようとすると、Drive Imageは停止してしまうことがあります。

2. Drive Imageのメイン画面で、[イメージの復元 ]をクリックします。
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3. [イメージファイル ]フィールドに、復元するイメージファイルのパスとファイル名を
入力します。または、[参照 ]をクリックして、復元するイメージファイルを選択します。

イメージファイルは、DOSによりドライブレターが割り当てられた物理ドライブまた
は論理ドライブへ復元できます。このようなドライブには、フロッピーディスクドラ
イブ、第 2 ハードディスクドライブ、ネットワークドライブ、およびほとんどのリ
ムーバブルメディアドライブがあります。

CD からイメージを復元する場合は、28 ページの「CD ドライブからイメージを復元
する」を参照してください。

Drive Image の実行中にネットワークドライブにアクセスするには、DOS 起動ディス
クから Drive Imageを実行しなければならない場合があります。

[参照 ]をクリックすると [イメージファイルを開く ]ダイアログボックスが表示され
るので、そこから非表示の NTFS、FAT、または FAT32パーティションを選択してイ
メージを復元できます。非表示の NTFS パーティションは、[ ドライブ ] リストに
¥¥.¥Diskn.Partmという名前で表示されます。nはディスクの番号で、mはそのディス
ク上のパーティションの番号です。ディスクおよびパーティションの番号は 0から始
まります。最初のディスク上の最初のパーティションは、¥¥.¥Disk0.Part0と表示され
ます。非表示のパーティションを更に詳しく識別するために、ボリュームラベルがあ
る場合はそれが表示されます。

[参照 ]をクリックしてイメージファイルを選択した場合、復元する前にイメージファ
イルの状態を検証できます。[検証 ]をクリックすると、イメージのセグメント (たと
えば myfile.pqi、myfile.002、myfile.003)をすべて開くことができるか、イメージファ
イルの内部データ構造が使用可能なデータと一致するか、イメージファイルを解凍し
て適切な量のデータを作成できるかなどを確認できます。Drive Image は、イメージ
ファイルが状態診断に合格したか、不合格だったかをレポートします。
PowerQuest Drive Image 29



30
4. [次へ ]をクリックします。

イメージファイルの復元を実際に開始する前であれば、いつでも [ 戻る ] をクリック
して前の手順に戻り、設定を変更することができます。

5. [対象先のドライブの選択 ]ダイアログボックスで、イメージファイルの復元先にする
空き領域またはパーティションを含むドライブを選択します。

ハードディスクが 1台しかない場合、この手順は省略されます。

6. パーティションが複数ある場合は、その中から復元したいパーティションを選択しま
す。復元対象のパーティションを 1つずつクリックして選択するか、[全てを選択 ]を
クリックして、すべてのパーティションを選択してください。

パーティションの選択を解除するには、パーティションをもう一度クリックします。
すべてのパーティションの選択を一度に解除するには、[選択なし ]をクリックします。

7. [次へ ]をクリックします。

8. イメージファイルの復元先とする既存のパーティションまたは空き領域を選択します。

列の幅を変
更するには、
列の境界線
をドラッグ
します。
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パーティションリストには、使用しているコンピュータ上のすべてのパーティション
が表示されます。ハードディスクが複数ある場合は、パーティションリストの最初の
列にパーティションが存在するハードディスクが表示されます。

イメージを空き領域に復元すると、そのイメージ用のパーティションが作成されます。
イメージの復元先とする空き領域は、少なくともそのイメージの使用済み領域と同じ
大きさでなければなりません。たとえば、500MB のうち、300MBがデータに使用さ
れている FAT32 パーティションのイメージを作成する場合、イメージの復元先には
少なくとも 300MBの空き領域が必要です。NTFSパーティションの復元に関しては、
NTFS パーティションはサイズ変更用にある程度の未使用領域が必要であり、パー
ティションに含まれるデータの量にかかわらず、マスターファイルテーブル (MFT)を
下回るサイズには変更できません。

復元先のパーティションや空き領域に元のパーティションを復元するのに十分な領域
がない場合、または容量の大きなドライブに、パーティションサイズを自動調整する
オプションを使わずに特定のサイズを指定してイメージファイルを復元する場合は、
パーティションのサイズ変更が必要になります。

パーティションのサイズを変更しない場合は、手順 14に進んでください。
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9. [元のパーティションのサイズ変更 ]をクリックします。

[ パーティションサイズ変更 ] ウィンドウが表示され、復元対象として選択したパー
ティションが [ 元のパーティションを選択してください ] グループボックスに表示さ
れます。

10. [サイズ変更 ]をクリックします。

[パーティションのサイズ変更 ]ダイアログボックスが表示されます。

11. [新規サイズ ]フィールドに新しいパーティションのサイズをMB単位で入力し、[OK]
をクリックします。

入力するサイズは、ダイアログボックスに表示される [最小サイズ ]から [最大サイズ ]
までの範囲内の値にします。パーティションはシリンダ境界で終わらなければならな
いため、入力した新しいサイズは次のシリンダ境界までの値に丸められます。
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12. [確認 ]をクリックします。

これで、イメージファイルを復元するときにパーティションのサイズが変更されます。

13. [次へ ]をクリックします。

既存のパーティションを復元先として選択した場合は、イメージを復元する前に既存
のパーティションが削除されるという内容のメッセージが表示されます。選択した
パーティションは、[復元の準備ができました ]画面で [完了 ]をクリックするまで削
除されません。[完了 ]をクリックする前に復元処理をキャンセルした場合、パーティ
ションはそのまま残ります。

復元先のドライブの空き領域が選択したパーティションの復元に必要な領域よりも大
きい場合は、[サイズ変更オプション ]ダイアログボックスが表示されます。詳細につ
いては、35ページの「サイズ変更オプション」を参照してください。

[ディスク書込みモードの選択 ]画面が表示されます。

14. ディスク状態を診断せずにデータを高速でコピーする場合は、[高速モード ]をクリッ
クします。ディスク状態を診断しながらデータをコピーする場合は、[セーフモード ]
をクリックします。

[セーフモード ]を選択すると、データのコピー時間が長くなります。[セーフモード ]
を選択すると、ハードディスクの不良セクタの診断と、ディスクの書き込みの検証を
選択できます。不良セクタの診断は、コピー先のディスクが古いモデルの場合や、ディ
スクの状態が不明な場合に有効です。ディスクの書き込み検証を選択すると、コピー
後のデータが検証され、そのデータを読み取れるかどうかが診断されます。ディスク
の書き込みを検証すると、データのコピー時間が大幅に長くなります。このオプショ
ンは必要に応じて指定します。
PowerQuest Drive Image 33



34
15. [次へ ]をクリックします。

この時点までに入力した情報がすべて表示されます。設定した情報を変更するには、
[戻る ]をクリックします。

16. ( 必要に応じて ) 不良セクタの診断を行う、DOS によるディスクの書き込み検証を行
う、ファイルシステムエラーの検証を行う、または復元後にパーティションを非表示
にする、などというオプションを選択したいときは、[拡張オプション ]をクリックし
ます。詳細については、36ページの「拡張オプション」を参照してください。

重要： パーティションを復元すると、後続パーティションのドライブレターが変更
される場合があります。この結果、コンピュータが起動できなくなったり、
アプリケーションに障害が発生する場合があります。

重要： オペレーティングシステムを含む基本パーティションを復元する場合に、既
存の基本パーティションを置き換えないときは、[拡張オプション ]をクリッ
クして、復元後にパーティションを非表示にするように選択します。そうし
ないと、データの破損が起こる可能性があります。

17. [完了 ]をクリックして、イメージファイルの復元を開始します。

イメージファイルを作成した時にパスワードを設定した場合は、[ イメージファイル
のパスワードを取得しました ] ダイアログボックスが表示されます。パスワードを入
力しないと、イメージファイルを復元できません。パスワード保護されたイメージを
パスワードなしで復元する回避策は提供しません。

イメージファイルをリムーバブルメディアから復元しようとすると、メディアの分割
機能が自動的に有効になり、イメージファイルを複数のディスクから読み込めるよう
になります。ディスクを 1枚ずつドライブに挿入するように要求されるので、順番ど
おりに挿入してください。
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[イメージの復元中 ]ダイアログボックスが表示され、イメージ復元処理の進捗状況が
表示されます。イメージの復元が完了すると、というメッセージが表示されます。「イ
メージは正常に復元されました。」

18. [OK]をクリックして、Drive Imageのメイン画面に戻ります。

サイズ変更オプション

コピー先のドライブの空き領域が、復元するパーティションに必要な領域より大きい場合
は、余分な領域を処理するために 3つのオプションがあります。

 

オプション 目的

[ サイズを自動的に変更
して復元 /コピーをする ]

コピー先ドライブに残る空き領域を可能なかぎり使用する
ように、パーティションのサイズを自動的に調整します。

[元のサイズで復元 /
コピーをする ]

パーティションを復元した後、復元先のドライブの空き領
域を未使用のまま ( パーティションを作成しない状態 ) に
しておきます。パーティションのサイズは元のままです。

[ サイズを手動で変更し
て復元 /コピーをする ]

[パーティションのサイズ変更]ウィンドウが表示されます。
このウィンドウで、復元先のドライブの残りの空き領域に
合わせてパーティションのサイズを手動で設定できます。

パーティションのサイズを変更する方法については、28
ページの「イメージファイルを復元する」の手順 9 以降を
参照してください。
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拡張オプション

[復元の準備ができました ]画面で [拡張オプション ]をクリックすると、次のオプション
を設定できます。

オプション 説明

[ ファイルシステムエラー
の診断 ]

エラーを診断しない場合は、[ ファイルシステムエラーの
診断 ]チェックボックスからマークを外します。

このオプションを選択したままにすると、Drive Image は
イメージファイルの復元後にディスクのエラーを診断し
ます。

[不良セクタの診断を省略] デフォルトでは、イメージファイルの復元にかかる時間を
短縮するため、このチェックボックスにマークが付けられ
ています。

ほとんどの場合ハードディスクドライブに不良セクタは
ありませんが、問題が起きる可能性は、使い続けていくに
つれて増加します。古いハードディスクドライブを使って
いる場合は、[ 不良セクタの診断を省略 ] チェックボック
スからマークを外して、不良セクタの診断を有効にしてお
く方が賢明です。

[ディスクの書き込み検証] DOSによるディスクの書き込み検証を有効にする場合は、
[ ディスクの書き込み検証 ] チェックボックスをマークし
ます。ディスクの書き込み検証は、イメージファイルを安
全に復元する上でそれほど重要ではありません。ディスク
の書き込み検証を有効にすると、イメージファイルの復元
処理が大幅に遅くなる場合があります。
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事例

Zipドライブからイメージファイルを復元する

システム構成

2.1GBのハードディスクドライブ 1台

• 1.1GBのアクティブな基本 FATパーティション (C:)。Windows 95で動作し、使用済み
領域は 600MB、未使用領域は 500MB。

• パーティションを作成していない 1GBの空き領域。

CD-ROMドライブ (D:) 1台。

Zipドライブ (E:) 1台。

目的

2枚の Zipディスクに分割されているイメージファイル (MYIMAGE.PQI)から 400MBの
論理 FATパーティションを復元します。論理パーティションの復元先はハードディスクド
ライブのパーティションを作成していない空き領域にし、その領域を 1GBにサイズ変更し
ます。

[ 復元後にパーティション
を非表示にする ]

複数の論理パーティションを復元すると、後続のパーティ
ションのドライブレターが変更される場合があります。こ
の結果、コンピュータが起動できなくなったり、アプリ
ケーションに障害が発生する場合があります。

ほとんどのオペレーティングシステムでは、一度に表示
(起動 )できる基本パーティションは 1 つだけです。基本
パーティションのイメージを復元するときに、そのパー
ティションを表示 ( 起動 ) できないようにするには、[ 復
元後にパーティションを非表示にする ]チェックボックス
をマークします。そうしないと、データの破損が起こる可
能性があります。

たとえば、第 2 ドライブを第 1 ドライブの完全なバック
アップとして使う場合は、[ 復元後にパーティションを非
表示にする ]チェックボックスをマークすると、ドライブ
レターは一切変更されずに第2ドライブの情報がすべて保
持されます。コンピュータを起動すると、非表示のパー
ティションにはドライブレターが割り当てられません。
パーティションを非表示にする方法については、61ページ
の「パーティションを非表示にする」を参照してください。

オプション 説明
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手順

1. Drive Imageを実行します。

Drive Imageにより Zipドライバが自動的にロードされるので、Zipドライブに割り当
てられたドライブレターを書き留めておいてください。ここでは、Zip ドライブを E:
とします。

2. Drive Imageのメイン画面で、[イメージの復元 ]をクリックします。

3.「MYIMAGE DISK #1」というラベルの Zipディスクを Zipドライブに挿入します。

4. [イメージファイル ]フィールドで、「E:¥MYIMAGE.PQI」と入力します。

[参照 ]をクリックして Zipドライブのディレクトリツリーを表示し、そこから目的の
イメージファイルを検索することもできます。

5. [次へ ]をクリックします。

6. 400MBの論理パーティションを選択します。

7. [次へ ]をクリックします。

8. 既に [ディスク 1]が選択されているはずです。[次へ ]をクリックします。

ハードディスクが 1台しかない場合、この手順は省略されます。

9. パーティションを作成していない 1GBの空き領域を選択します。

10. [次へ ]をクリックします。

11. [サイズ変更オプション ]ウィンドウが表示されたら、[サイズを自動的に変更して復
元 /コピーをする ]を選択し、[OK]をクリックします。

その他のオプションについては、35ページの「サイズ変更オプション」を参照してく
ださい。

12. [完了 ]をクリックします。

13. 次のメディアを挿入するように要求されたら、Zip ドライブから「MYIMAGE DISK
#1」を取り出し、「MYIMAGE DISK #2」を挿入します。

14. イメージの復元処理が完了したら、[OK]をクリックして Drive Imageのメイン画面に
戻り、Drive Imageを終了します。

15. コンピュータを再起動します。
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結果

再起動すると、ハードディスクドライブはアクティブな基本パーティション (C:) と 1GB
の論理パーティションを 1 つ (D:) 含む拡張パーティションになります。CD-ROM ドライ
ブは E:に、Zipドライブは F:になります。

ドライブレターが変更される理由については、Drive Image CDから Setupを起動し、
[ドキュメント ]をクリックし、「基本概念」の「ハードディスクとは」を参照してください。

CDドライブからイメージファイルを復元する

システム構成

3GBのハードディスクドライブ 1台

• 損傷により起動できない、1.8GB のアクティブな基本 FAT パーティション (C:)。
Windows 95で動作し、使用済み領域は 1GB、未使用領域は 800MB。

• 1つの論理パーティションを含む1.2GBの拡張パーティション (D:)。1.2GBすべてが未
使用領域。

CD-ROMドライブ (E:) 1 台。

目的

損傷したアクティブな基本パーティション(C:)をCD-ROMに格納されているパーティショ
ンのバックアップイメージで置き換えます。

手順

1. Drive Image を起動する前に PQPACKET を実行してください。それにより、Drive
Imageが CDドライブを認識できるようになります。

2.「PQDI」と入力し、Enterキーを押します。

3. Drive Imageのメイン画面で、[イメージの復元 ]をクリックします。

4.「MYIMAGE DISK #1」というラベルの CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

5. また、[参照 ]をクリックして CDドライブのディレクトリツリーを表示し、そこから
目的のイメージファイルを検索することもできます。

CDドライブは ¥¥.¥pqcdx¥として表示されます。xは 0から始まるドライブの番号で
す。ドライブの名前も表示されます。

イメージファイルを分割している場合は、イメージファイルの名前を表示する必要が
あるときにメディアの挿入を促すメッセージが表示されます。セットの最後のメディ
アを挿入する必要があります。メッセージは、この時点かまたは手順 6 で [ 次へ ] を
クリックした後で表示されます。

6. [次へ ]をクリックします。
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7. 1.8GBの基本パーティション (C:)を選択します。

8. [次へ ]をクリックします。

9. 既に [ディスク 1]が選択されているはずです。

10. [次へ ]をクリックします。

11. ハードディスクドライブの1.8GBの損傷している基本パーティション(C:)を選択します。

12. [次へ ]をクリックします。

次のメッセージが表示されます。

「選択した場所は空き領域ではありません。ディスクイメージは現存の領域にしか復元
できません。イメージを復元する前にこのパーティションを削除します。
警告 :パーティションの削除はこのパーティション内のデータをすべて削除します。」

13. [OK]をクリックします。

14. [完了 ]をクリックします。

C:パーティションは削除され、空き領域としてラベルが付けられます。

15. 次のメディアを挿入するように要求されたら、CD-ROM ドライブから「MYIMAGE
DISK #1」を取り出し、「MYIMAGE DISK #2」を挿入します。

16. イメージの復元処理が完了すると、アクティブ ( 起動可能 ) にする基本パーティショ
ンを選択するように要求されます。復元したばかりのパーティションを選択します。

17. [OK]をクリックして Drive Imageのメイン画面に戻り、Drive Imageを終了します。

18. コンピュータを再起動します。

結果

復元された基本パーティション (C:)は、損傷したアクティブな基本パーティション (C:)が
置き換えられたものです。これで、Windows 95 を起動し、以前のように正常に操作でき
るはずです。C:パーティションには、このパーティションのイメージファイルを作成した
時点で存在していたデータがすべて含まれています。

コンピュータが CDからの起動をサポートしている場合、Drive Image CDでコンピュータ
を起動し、Drive Imageを CDから起動して、イメージファイルを復元することができます。
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第 2ハードディスクドライブからイメージファイルを復元する

システム構成

ディスク 1: 3.5GBハードディスクドライブ 1台

• 1.5GBのアクティブな基本 FATパーティション (C:)。Windows 95で動作し、1.5GBの
うち、使用済み領域は 500MB、未使用領域は 1GB。

• 1つの論理パーティションを含む1GBの拡張FAT32パーティション (E:)。1GBのうち、
使用済み領域は 400MB、未使用領域は 600MB。

• パーティションを作成していない 1GBの空き領域。

ディスク 2: 2GBのハードディスクドライブ 1台

• 1GBの基本FATパーティション (D:)。1GBすべてがイメージファイルMYIMAGE.PQI
で使用され、未使用領域は 0MB。

• 1つの論理パーティションが含まれている 1GBの拡張パーティション (F:)。1GBのう
ち、使用済み領域は 600MB、未使用領域は 400MB。

目的

イメージファイル D:¥MYIMAGE.PQIから、1GBの論理パーティションを、ディスク 1の
パーティションを作成していない空き領域に復元します。

手順

1. Drive Imageを実行します。

2. Drive Imageのメイン画面で、[イメージの復元 ]をクリックします。

3. [イメージファイル ]フィールドで、「D:¥MYIMAGE.PQI」と入力します。

また、[参照 ]をクリックして第 2ハードディスクドライブのディレクトリツリーを表
示し、そこから目的のイメージファイルを検索することもできます。

4. [次へ ]をクリックします。

5. 1GBの論理パーティションを選択します。

6. [次へ ]をクリックします。

7. [ディスク 1]を選択します。

8. [次へ ]をクリックします。

9. パーティションを作成していない 1GBの空き領域を選択します。
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10. [次へ ]をクリックします。

11. [完了 ]をクリックします。

12. イメージの復元処理が完了したら、[OK]をクリックして Drive Imageのメイン画面に
戻り、Drive Imageを終了します。

13. コンピュータを再起動します。

結果

再起動後、ディスク 1 の内容は、1.5GB のアクティブな基本パーティション (C:) と 1GB
の論理パーティションを 2つ (E:と F:)含む拡張パーティションになります。ディスク 2の
内容は、1GBの基本パーティション (D:)と 1GBの論理パーティションを 1つ (G:)含む拡
張パーティションになります。
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第 章4

ディスク間のコピー
この章で説明する内容は次のとおりです。

• 準備

• 手順

• 拡張オプション

• 事例
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準備

新しいハードディスクドライブにアップグレードする場合は、90 ページの「SCSI ハード
ディスクドライブで Drive Image を使う」またはドライブオーバーレイソフトウェアと一
緒に Drive Imageを使うを参照してください。

新しいハードディスクドライブへのアップグレードや Drive Image を使ったディスク間コ
ピーを行う前に、次の手順を実行しておくことを強く推奨します。

• Drive Imageの緊急用ディスクを作成します。5ページの「Windowsで緊急用ディスク
を作成する」を参照してください。

• Drive Imageを実行する前に、ScanDiskや Norton Disk Doctorなどのディスクユーティ
リティプログラムを使ってハードディスクドライブ上のエラーを検出し、エラーがあ
れば修復します。

• コピー先のドライブやパーティションが、元のドライブ以上の大きさであることを確
認します。元のパーティションやドライブより小さいパーティションやドライブへコ
ピーすることもできますが、コピー先のパーティションやドライブに、元のドライブ
の使用領域を格納できるだけの空き領域が必要です。

同じハードディスクドライブのパーティション間でコピーを実行する場合は、45ページの
「手順」の手順 1に進んでください。

重要： Drive Imageを使ってWindows NTまたはWindows 2000パーティションをコピー
する場合は、12ページの「Windows NTまたはWindows 2000パーティションを
コピーする」 で BOOT.INIの説明を参照してください。

デュアルハードディスクシステムをセットアップする

1. 両方のドライブについて、製造元のインストールマニュアルを用意します。

インストールマニュアルには、ドライブのインストール、BIOS の設定、およびジャ
ンパ設定の変更について記述されています。手元にマニュアルがない場合は、ハード
ディスクドライブの製造元に直接お問い合わせください。ほとんどのハードディスク
ドライブの製造元は、Webサイトでセットアップ情報を公開しています。

2. コンピュータの電源を切ります。

3. 金属製のファイリングキャビネットなどの接地した金属物に触れ、静電気を逃がします。

重要： コンピュータ内部の部品に静電気が接触しないようにしてください。コン
ピュータの電子部品が破損するおそれがあります。

4. コンピュータのカバーを取り外します。

5. どちらのドライブをマスターにしてどちらをスレーブにするかを決め、マニュアルの
指示に従ってハードディスクドライブのジャンパ設定を変更します。

6. 第 2ドライブにインターフェイスケーブルと電源ケーブルを接続します。
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7. 第 2ドライブを取り付けます。

8. コンピュータを起動し、コンピュータが完全に起動する前に BIOS(Basic Input/Output
System)のセットアッププログラムに入ります。

BIOS のセットアッププログラムに入るには、通常、起動時に画面の下部に表示され
るプロンプトに応じて、Delキー、F1キー、または F2キーを押します。

9. BIOS のセットアッププログラムに自動検出オプションがある場合は、そのオプショ
ンを選択して、マスターとスレーブのドライブを検出します。

自動検出オプションがない場合は、ドライブのヘッド数、シリンダ数、およびメガバ
イト数の入力が必要な場合もあります。これらの情報は、通常、ドライブのカバーに
印刷されています。印刷されていない場合は、ドライブの製造元にお問い合わせくだ
さい。

10. 504MBより大きいハードディスクドライブを BIOSがサポートしていない場合は、ド
ライブ製造元のマニュアルに従って、ドライブに付属のソフトウェアをインストール
します。

1994 年以前の BIOS は一般に EIDE 規格をサポートしておらず、504MB より大きい
ハードディスクドライブを使用できません。504MBより大きいハードディスクドライ
ブには、通常 OnTrack Disk Manager、Maxtor Max-Blast Disk Manager、MicroHouse
EZ-Drive などのソフトウェアが付属しています。これらのソフトウェアを使うと、
504MBより大きいハードディスクドライブを認識できるようになります。

使用しているコンピュータが EIDE 規格をサポートしていない場合は、ドライブに付
属のソフトウェアが正しくインストールされていることを確認してください。

実際のサイズより極端に小さいサイズが表示される場合は、EIDEサポートソフトウェ
アが正しく機能していません。

11. コンピュータの電源を切り、再起動します。

手順

ディスク間コピー機能は、イメージファイルを作成せずに、パーティションを別の場所に
直接コピーします。

ディスク間コピーを実行する前に、コピー先のパーティションをフォーマットしたり、ハー
ドディスクドライブにパーティションを作成したりする必要はありません。いずれもDrive
Imageによって自動的に行われます。

1. Drive Imageのメイン画面で、[ディスク間コピー ]をクリックします。
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[元のドライブの選択 ]画面が表示されます。

2. コピーするパーティションが含まれているディスクを選択し、[次へ ]をクリックしま
す。ディスクは複数選択することもできます。

パーティションを実際にコピーする前であれば、いつでも [ 戻る ] をクリックして前
の手順に戻り、設定を変更することができます。

3. コピーするパーティションを選択するか、または [ 全てを選択 ] をクリックして、す
べてのパーティションを選択します。
第 4章 : ディスク間のコピー



コンピュータ上にあるすべてのパーティションを見るには、画面をスクロールする必
要があるかもしれません。コンピュータに複数のハードディスクがある場合、パーティ
ションリストの最初の列には、パーティションが存在する物理ハードディスクが表示
されます。

選択したパーティションの左側にあるチェックボックスがマークされます。パーティ
ションの選択を解除するには、パーティションをもう一度クリックします。すべての
パーティションの選択を一度に解除するには、[選択なし ]をクリックします。

4. [次へ ]をクリックします。

5. コピーしたパーティションを保存するためのパーティションまたは空き領域を含むコ
ピー先のドライブを選択し、[次へ ]をクリックします。

6. コピー先のパーティションまたは空き領域を選択し、[次へ ]をクリックします。

コンピュータ上にあるすべてのパーティションを見るには、画面をスクロールする必
要があるかもしれません。コンピュータに複数のハードディスクがある場合、パーティ
ションリストの最初の列には、パーティションが存在する物理ハードディスクが表示
されます。

重要： パーティションをコピーするには、コピー先のパーティションまたはドライ
ブに、コピー元パーティションの使用領域の合計以上の空き領域が必要で
す。コピー先のパーティションにある既存のデータは、コピーするデータに
よって上書きされます。
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7. コピーしようとしているパーティションがコピー先のパーティションや空き領域に収
まらない場合や、容量の大きいドライブにコピーする際に自動サイズ変更オプション
を使わずにサイズを指定したい場合は、[パーティションのサイズ変更 ]をクリックし
て、コピー後のパーティションのサイズを指定します。コピーするパーティションの
サイズを変更しない場合は、手順 12に進んでください。

8. [元のパーティションのサイズ変更 ]をクリックします。

[パーティションサイズ変更 ]ウィンドウが表示されます。

[元のパーティションの選択 ]グループボックスに、コピー対象として選択したパーティ
ションが表示されます。また、コピー先のパーティションのサイズ、選択したパーティ
ションの現在のサイズ、コピー先のパーティションの残りの空き領域も表示されます。

9. サイズを変更する場合は、[サイズ変更 ]をクリックします。変更しない場合は、
[確認 ]をクリックします。

[パーティションのサイズ変更 ]ダイアログボックスが表示されます。
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10. [新規サイズ (MB)]フィールドにパーティションのサイズを MB単位で入力し、[OK]
をクリックします。

入力するサイズは、ダイアログボックスに表示される [最小サイズ ]から [最大サイズ ]
までの範囲内の値にします。

パーティションはシリンダ境界で終わらなければならないため、入力した [ 新規サイ
ズ ]は次のシリンダ境界までの値に丸められます。

NTFS パーティションはサイズ変更用にある程度の未使用領域が必要であり、マス
ターファイルテーブル (MFT) を下回るサイズに変更することができません。そのた
め、最小サイズはパーティションにデータを収容するのに必要なサイズよりも大きく
なる場合があります。

11. [OK]をクリックし、[確認 ]をクリックします。

これで、パーティションをコピーするときにパーティションのサイズが変更されます。

12. [次へ ]をクリックします。

既存のパーティションをコピー先として選択した場合は、コピーする前に既存のパー
ティションが削除されるという内容のメッセージが表示されます。

パーティションは、実際には、[ディスク間コピーの準備ができました ]画面で [完了 ]
をクリックするまで削除されません。

13. コピー先のドライブの空き領域が、選択したパーティションのコピーに必要な領域よ
り大きい場合は、[サイズ変更オプション ]ダイアログボックスが表示されます。必要
なオプションをクリックして、[OK]をクリックします。

オプション 目的

[ サイズを自動的に変更
して復元/コピーをする]

コピー先ドライブに残る空き領域を可能なかぎり使用
するように、パーティションのサイズを自動的に調整し
ます。

[元のサイズで復元 /
コピーをする ]

パーティションのコピー後に、コピー先のドライブで残
りの空き領域を未使用のままにしておきます。

[ サイズを手動で変更し
て復元 /コピーをする ]

[ パーティションのサイズ変更 ] ウィンドウが表示され
ます。このウィンドウで、コピー先のドライブの残りの
空き領域に合わせてパーティションのサイズを手動で
設定できます。[ パーティションのサイズ変更 ] ウィン
ドウについての詳細は、手順 8を参照してください。
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[コピー種別の選択 ]画面が表示されます。

14. [アップグレード ]または [バックアップ ]を選択して作業の目的を指定し、[次へ ]を
クリックします。

ハードディスクをシステムに追加し、Drive Image を使って古いディスクドライブか
ら新しいディスクドライブにデータをコピーする場合は、[アップグレード ]を選択し
ます。

[アップグレード ]を選択すると、コピー後にコピー元のパーティションは非表示にな
ります。[バックアップ ]を選択すると、コピー後にコピー先のパーティションが非表
示になります。

コピー元のパーティションまたはコピー先のパーティションを非表示にすると、コン
ピュータを再起動しても、ドライブレターは変更されません。パーティションを非表
示にすると、コンピュータの再起動時に、同一のオペレーティングシステムのパーティ
ションが 2つ表示されることにより発生する問題を回避することもできます。コピー
元のパーティションとコピー先のパーティションの両方が表示されていても、コン
ピュータが起動できなくなったり、ドライブレターの変更による問題が発生しないと
いう確信がある場合は、[ ディスク間コピーの準備ができました ] 画面で [ 拡張オプ
ション ](手順 17を参照 )をクリックし、Drive Imageのデフォルト設定を変更しても
かまいません。
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[ディスク書込みモードの選択 ]画面が表示されます。

15. ディスク状態を診断せずにデータを高速でコピーする場合は、[高速モード ]をクリッ
クします。ディスク状態を診断しながらデータをコピーする場合は、[セーフモード ]
をクリックします。

[セーフモード ]を選択すると、データのコピー時間が長くなります。[セーフモード ]
を選択すると、ハードディスクの不良セクタの診断と、ディスクの書き込みの検証を
選択できます。不良セクタの診断は、コピー先のディスクが古いモデルの場合や、ディ
スクの状態が不明な場合に有効です。ディスクの書き込み検証を選択すると、コピー
後のデータが検証され、そのデータを読み取れるかどうかが診断されます。ディスク
の書き込みを検証すると、データのコピー時間が大幅に長くなります。このオプショ
ンは必要に応じて指定します。

16. [次へ ]をクリックします。
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この時点までに入力した情報がすべて表示されます。

17. (必要に応じて )設定した情報を変更するには、[戻る ]をクリックします。ファイル
システムエラーの診断の有無やコピー後のパーティションの非表示などのオプション
を設定するには、[ 拡張オプション ] をクリックします。詳細については、53 ページ
の「拡張オプション」を参照してください。

複数の論理パーティションをコピーすると、後続パーティションのドライブレターが
変更される場合があります。この結果、コンピュータが起動できなくなったり、アプ
リケーションに障害が発生する場合があります。ドライブレターが変更される理由に
ついては、Drive Image CDから Setupを起動し、[ドキュメント ]をクリックし、「基
本概念」の「ハードディスクとは」を参照してください。

18. [完了 ]をクリックして、選択したパーティションのコピーを開始します。

[ディスク間コピー ]ダイアログが表示され、進捗状況が表示されます。ディスク間コ
ピーが完了すると、「選択したパーティションは正常にコピーされました。結果を見ま
すか ?」というメッセージが表示されます。

19. [OK]をクリックして、Drive Imageのメイン画面に戻ります。

アクティブパーティションを非表示のバックアップパーティションで置き換える場合 (C:
パーティションのデータを失った場合など )は、Drive Imageの [ディスク間コピー ]をも
う一度実行します。非表示のパーティションをコピー元、アクティブパーティションをコ
ピー先として選択します。コピー処理が完了すると、アクティブパーティションを設定す
るように求められます。コピー先の新しいパーティションを選択します。
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拡張オプション

[ディスク間コピーの準備ができました ]画面で [拡張オプション ]をクリックすると、
[ディスク間コピー拡張オプション ]ダイアログボックスが表示されます。 

オプション 目的

送り側のオプション

[ファイルシステム
エラーの診断 ]

エラーを診断しなくてよい場合は、[ファイルシステムエラー
の診断 ]チェックボックスからマークを外します。

ScanDisk などのディスクユーティリティプログラムで既に
ハードディスクドライブのエラーを診断してある場合は、
Drive Imageでファイルシステムのエラーを診断する必要はあ
りません。[ファイルシステムエラーの診断 ]をしないと、パー
ティションのコピーにかかる時間を短縮できます。Drive
Image をロードする前にディスクユーティリティプログラム
を実行していない場合は、[ ファイルシステムエラーの診断 ]
チェックボックスのマークを外さないでください。

[SmartSector コピー
を使用しない ]

Drive Imageの SmartSector テクノロジーは、データが含まれ
ているクラスタやセクタだけをコピーすることにより、デー
タのコピーを高速化します。ただし、厳しいセキュリティが
設定されている環境で使用している場合など、データの有無
にかかわらず元の状態のまますべてのクラスタやセクタをコ
ピーした方がよい場合もあります。

すべてのクラスタやセクタをコピーする場合は、
[SmartSectorコピーを使用しない ]チェックボックスをマー
クします。[SmartSectorコピーを使用しない ]チェックボッ
クスをマークすると、コピーにかかる時間が増加します。
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[ コピー後にコピー元
パーティションを非表
示にする ]

[コピー種別の選択 ]画面で [アップグレード ]を選択すると、
このオプションはデフォルトで選択されます。コピー元の
パーティションを非表示にすると、コンピュータを再起動し
てもドライブレターは変更されません。また、同一のオペレー
ティングシステムが 2 つ表示されることにより発生する問題
を回避することもできます。

このオプションは、オペレーティングシステムを新しいディ
スクにコピーして元のパーティションを非表示にする場合に
使用できます。新しいパーティションはアクティブになりま
す。新しいドライブをマスターに設定して古いドライブをス
レーブに設定しておき、何か問題が発生したときのために古
いドライブを残したままで新しいオペレーティングシステム
を再起動してテストすることができます。

対象先のオプション

[ 不良セクタの診断を
省略 ]

パーティションのコピーにかかる時間を短縮するため、デ
フォルトでは、このチェックボックスにマークが付けられて
います。ほとんどの場合ハードディスクドライブに不良セク
タはありませんが、問題が起きる可能性は、使い続けていく
につれて増加します。古いハードディスクドライブを使って
いる場合は、[不良セクタの診断を省略 ]チェックボックスか
らマークを外して、不良セクタの診断を有効にしておく方が
賢明です。

[ ディスクの書き込み
検証 ]

DOSによるディスクの書き込み検証を有効にする場合は、
[ディスクの書き込み検証 ]チェックボックスをマークします。

ディスクの書き込み検証は、ファイルを安全にコピーする上
でそれほど重要ではありません。ディスクの書き込み検証を
有効にすると、コピー処理が大幅に遅くなる場合があります。

[ コピー後にコピー先
パーティションを非表
示にする ]

[コピー種別の選択 ]画面で [バックアップ ]を選択すると、こ
のオプションがデフォルトで選択されます。ほとんどのオペ
レーティングシステムでは、一度に表示 ( 起動 ) できる基本
パーティションは 1つだけです。基本パーティションをコピー
して、そのパーティションを起動可能にしない場合は、[ コ
ピー後にコピー先パーティションを非表示にする ] チェック
ボックスをマークします。

第 2 ドライブを第 1 ドライブのバックアップとして使う場合
は、[ コピー後にコピー先パーティションを非表示にする ]
チェックボックスをマークすると、ドライブレターは一切変
更されず、第 2 ドライブの情報がはすべて保護されます。コ
ンピュータを起動するとき、非表示のハードディスクドライ
ブにはドライブレターが割り当てられません。パーティショ
ンを非表示にすることについては、61ページの「パーティショ
ンを非表示にする」 を参照してください。

オプション 目的
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事例

同じハードディスクドライブ上にあるパーティション間でコピーする

1. PowerQuest社の PartitionMagicを使って、既存の基本パーティションのサイズをハー
ドディスクドライブの合計サイズの約半分 (1GB)に変更します。

2. Drive Imageを実行します。

3. Drive Imageのメイン画面で、[ディスク間コピー ]をクリックします。

4. 既に [ディスク 1]が選択されているはずです。[次へ ]をクリックします。

5. 基本パーティション (C:)を選択し、[次へ ]をクリックします。

6. 既に [ディスク 1]が選択されているはずです。[次へ ]をクリックします。

7. 基本パーティションのサイズを変更したときにできた空き領域を選択し、[次へ ]をク
リックします。

[サイズ変更オプション ]ウィンドウが表示されたら、[サイズを自動的に変更して復
元 /コピーをする ]を選択し、[OK]をクリックします。

8. [ディスク間コピーの準備ができました ]画面で、[拡張オプション ]をクリックします。

9. [ 送り側のオプション ]で、[ ファイルシステムエラーの診断 ] チェックボックスから
マークを外します。

10. [ 対象先のオプション ]で、[ コピー後にコピー先パーティションを非表示にする ] を
クリックし、[OK]をクリックします。

11. [完了 ] をクリックします。

12. コピー処理が完了したら、[OK] をクリックして Drive Image のメイン画面に戻り、
Drive Imageを終了します。

コンピュータが再起動し、Windows 98 に戻ります。一度に 1 つの基本パーティションし
か表示されないため、Windowsエクスプローラには新しいパーティションは表示されません。

システム構成 2GB のアクティブな基本パーティション (C:) が 1 つ含まれている
2GBのハードディスクドライブ 1台。Windows 98で動作し、2GB
のうち、使用済み領域は 500MB、未使用領域は 1.5GB。

目的 アクティブパーティションを同じハードディスクドライブ上にコ
ピーして、バックアップとします。
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デュアルハードディスクシステム内のドライブ間でコピーする

1. Drive Imageを実行します。

2. Drive Imageのメイン画面で、[ディスク間コピー ]をクリックします。

3. [ディスク 1]を選択し、[次へ ]をクリックします。

4. E:パーティションを選択し、[次へ ]をクリックします。

5. [ディスク 2]を選択し、[次へ ]をクリックします。

6. F:パーティションを選択し、[次へ ]をクリックします。

選択したパーティションがコピーする前に削除されるという内容のメッセージが表示
されます。

7. [OK] をクリックします。

8. [ディスク間コピーの準備ができました ]画面で、[拡張オプション ]をクリックします。

9. [ 送り側のオプション ]で、[ ファイルシステムエラーの診断 ] チェックボックスから
マークを外し、[OK]をクリックします。

10. [完了 ] をクリックします。

11. コピー処理が完了したら、[OK]をクリックして Drive Imageのメイン画面に戻り、
Drive Imageを終了します。

コンピュータが再起動し、Windows 98に戻ります。ドライブレターは変わりませんが、F:
パーティションには E:パーティションと同じデータが含まれています。

システム構成 ディスク 1: 3GBのハードディスクドライブ 1台

• 1.5GBのアクティブな基本パーティション (C:)。Windows 98で動
作し、1.5GBのうち、使用済み領域は 500MB、未使用領域は 1GB。

• 1つの論理パーティションを含む1GBの拡張パーティション (E:)。
1GBのうち、使用済み領域は 400MB、未使用領域は 600MB。

• パーティションを作成していない 500MBの空き領域。

ディスク 2: 2GBのハードディスクドライブ 1台

• 1GB の基本パーティション (D:)。1GB のうち、使用済み領域は
400MB、未使用領域は 600MB。

• 1つの論理パーティションを含む 1GBの拡張パーティション (F:)。
1GBのうち、使用済み領域は 200MB、未使用領域は 800MB。

目的 ディスク 1の E:パーティションをディスク 2の F:パーティションに
コピーします。
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第 章5

一般的なパーティション操作
この章では、[ツール ]メニューから実行できる次の機能を説明します。

• ドライブ情報を表示する

• 拡張パーティションを作成する

• パーティションを削除する

• パーティションを非表示にする

• アクティブパーティションを設定する
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イメージファイルの作成やパーティションのコピーなどの際に、Drive Image によって自
動的に実行されるパーティションに対する一般的な処理は、Drive Image のメイン画面に
ある [ツール ]ドロップダウンメニューを使って手動で行うこともできます。[ツール ]メ
ニューを使うと、イメージファイルの作成や復元、またはパーティションのコピーを行な
わないでも、パーティションの操作を実行できます。

ドライブ情報を表示する

[ドライブ情報の表示 ]オプションは、現在のハードディスクドライブ上のパーティション
に関する以下の情報を表示します。

1. Drive Imageのメイン画面で、[ツール ]→ [ドライブ情報の表示 ]をクリックします。

2. [物理ドライブ ]ドロップダウンリストから、情報を表示するパーティションを含んで
いるドライブを選択します。

3. パーティションリストからパーティションを選択します。

画面に表示されるドライブ情報 (パーティションマップ )

Drive Imageのダイアログボックスの中には、ハードディスクのパーティションを示すパー
ティションマップが表示されるものがあります。選択したハードディスクに論理パーティ
ションが含まれている場合、そのパーティションは拡張パーティション内に表示されます。
パーティションは色で分類されていますので、ファイルシステムの種類を用途ごとに識別
できます。たとえば、濃い緑色は FAT32 パーティションを意味します。更に、パーティ
ション内で使用済みのスペースと未使用のスペースが識別できるように、色分けされてい
ます。

また、パーティションマップには空き領域 ( どのパーティションにも割り当てられていな
い領域 )も表示されます。

パーティションマップには、三角形のインジケータがあり、2GBの起動コード境界と 1024
シリンダ制限にマークが付けられます。境界のマーカーは、イメージファイルを復元した
り、新しいパーティションをアクティブに設定するときに役立ちます。たとえば、ハード
ディスクの最初の 2GBの領域に起動コードが必要なオペレーティングシステムの場合は、
起動可能な場所にパーティションがあるかどうかが一目で分かります。

• ドライブレター
• ボリューム (パーティション )ラベル

• 色で識別されたボリューム
(パーティション )の種別

• 状況 (アクティブパーティション )

• パーティションサイズ
• パーティション内の使用済み容量

(MB)
• パーティション内の空き容量 (MB)

• パーティションの種類
(基本パーティション、または論理
パーティション )
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拡張パーティションを作成する

基本パーティションのイメージを作成し、それを論理パーティションとして復元する場合
は、ハードディスクドライブに拡張パーティションがあることが前提となります。たとえ
ば、ハードディスクが 2つあり、それぞれに基本パーティションがあるとします (起動パー
ティション C:とデータパーティション D:)。両方のパーティションを新たにマスターディ
スクとする新しいハードディスクにコピーする場合、新しいハードディスクに基本パー
ティションが 2つ作成されるのを回避するために、パーティション D:を論理パーティショ
ンにコピーしてください。また、マスタードライブの基本パーティションは、オペレーティ
ングシステム専用にしておくのがよいでしょう。

論理パーティションのイメージを復元する場合は、事前に拡張パーティションを作成する
必要はありません。ハードディスクドライブに拡張パーティションがなくても Drive Image
により自動的に作成されます。

1. Drive Imageのメイン画面で、[ツール ]→ [拡張パーティションの作成 ]をクリックし
ます。

[拡張パーティションの作成 ]ウィンドウが表示されます。

2. 空き領域をパーティションリストから選択します。

コンピュータに空き領域がない場合は、既存のパーティションを削除して空き領域を
作成する必要があります。

3. [作成 ]をクリックします。

選択した空き領域に拡張パーティションが作成されます。

4. [閉じる ]をクリックして、Drive Imageのメイン画面に戻ります。
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パーティションを削除する

既存のパーティションを削除してハードディスクドライブに空き領域を作成します。既存
のパーティションを削除すると、パーティション内のデータもすべて削除される点に注意
してください。

1. Drive Imageのメイン画面で、[ツール ]→ [パーティションの削除 ]をクリックします。

[パーティションの削除 ]ウィンドウが表示されます。

2. [ 物理ドライブ ] ドロップダウンリストから、削除するパーティションを含んでいる
ディスクを選択します。

3. 削除するパーティションをクリックします。

コンピュータ上にあるすべてのパーティションを表示するには、画面をスクロールす
る必要があるかもしれません。

4. [削除 ]をクリックします。

[パーティションの削除 ]ダイアログボックスが表示され、選択したパーティションと
そのボリュームラベルが表示されます。

5. 表示されたボリュームラベルを正確に入力し、[OK]をクリックします。

パーティションが削除され、次のメッセージが表示されます。「ボリューム <ボリュー
ム名 >は削除されました」

6. [閉じる ]をクリックして、Drive Imageのメイン画面に戻ります。
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パーティションを非表示にする

表示 / 非表示の機能により、ユーザーアクセスを制限してパーティションを保護すること
ができます。非表示のパーティションは、コンピュータの起動時にドライブレターが割り
当てられないため、アクセスできません。パーティションを表示設定にすると、次にコン
ピュータを起動したときにドライブレターが割り当てられ、アクセス可能になります。

パーティションの非表示 /表示設定を変更する場合は、次の点に注意してください。

• パーティションの非表示 / 表示設定を変更すると、後続パーティションのドライブレ
ターが変更される場合があります。この結果、コンピュータが起動できなくなったり、
アプリケーションに障害が発生する場合があります。ドライブレターの変更とその対
処方法については、Drive Image CDから Setupを起動し、[ドキュメント ]をクリック
し、「基本概念」の「ハードディスクとは」を参照してください。

• ハードディスクドライブに複数の基本パーティションがあっても、デフォルトでは
1つのパーティションしか表示されません。[アクティブパーティションの設定 ]機能
を使用すると、Drive Image は選択された基本パーティションを表示し、同時にその
ほかの基本パーティションを自動的に非表示にします。62ページの「アクティブパー
ティションを設定する」を参照してください。

• 非表示のパーティションは起動もアクセスもできないため、Drive Imageがインストー
ルされているパーティションを非表示にした場合は、新しいアクティブ ( 起動 ) パー
ティションに Drive Imageをもう一度インストールしないと、Drive Imageを起動でき
ません。

パーティションの非表示 /表示設定を変更するには、次の手順に従います。

1. Drive Imageのメイン画面で、[ツール ]→ [パーティションの非表示 /表示 ]をクリッ
クします。

[非表示パーティション ]ウィンドウが表示されます。
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2. 非表示にするパーティションをクリックします。

通常、パーティションを選択すると、[ 非表示 ] ボタンが使用できるようになります。
このボタンが有効にならない場合は、パーティションを非表示にできません。

3. [非表示 ]をクリックして、選択したパーティションを非表示にします。

パーティションの状態表示が「非表示」に変わります。

4. 非表示のパーティションをクリックします。

通常、パーティションを選択すると、[表示 ]ボタンが使用できるようになります。
このボタンが有効にならない場合は、パーティションを表示できません。

5. [表示 ]をクリックして、選択したパーティションを表示します。

パーティションの状態表示が「なし」に変わります。

6. [閉じる ]をクリックして、Drive Imageのメイン画面に戻ります。

7. [終了 ]をクリックして、Drive Imageを終了します。

8. コンピュータを再起動します。

アクティブパーティションを設定する

[アクティブパーティションの設定 ]機能で、基本パーティションをアクティブ (起動 )パー
ティションに設定できます。アクティブとして設定できる基本パーティションは、一度に
1つだけです。ほとんどのオペレーティングシステムでは、起動できるようにするために、
基本パーティションが先頭の ( マスター ) ドライブにあってオペレーティングシステムが
インストールされていなければなりません。これは、コンピュータが起動時に先頭ドライ
ブのパーティションテーブルでアクティブパーティションを検出し、そこから起動するた
めです。

警告： アクティブパーティションを設定するときは、そのパーティションが起動可能か
どうかを事前に確認してください。起動できないパーティションである場合、ま
たは起動可能かどうかが不明な場合は、Drive Image をインストールしたときに
作成した起動ディスクを用意しておいてください。コンピュータを正常に再起動
できなかった場合は、このフロッピーディスクから起動します。次に、Drive Image
のインストール時に作成したプログラムディスクを使ってDrive Imageを起動し、
別のパーティションをアクティブに設定してください。Drive Image 画面の説明
については、58ページの「画面に表示されるドライブ情報 (パーティションマッ
プ )」を参照してください。Drive Image画面には、パーティションが起動可能か
どうか判断するのに役立つ情報が表示されています。
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1. Drive Image のメイン画面で、[ ツール ] → [ アクティブパーティションの設定 ] をク
リックします。

[アクティブパーティションの設定 ]ウィンドウが表示されます。

2. 現在アクティブになっていない基本パーティションを選択します。

3. [アクティブ設定 ]をクリックします。

選択したパーティションの状態表示が「アクティブ」に変わります。

4. [閉じる ]をクリックします。

5. [終了 ]をクリックして、Drive Imageを終了します。

6. コンピュータを再起動します。
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第 章6

Drive Image File Editor

この章で説明する内容は次のとおりです。

• 概要

• Drive Image File Editorのメイン画面

• イメージを変更する

• ファイルまたはパーティションを復元する

• イメージファイルを検証する

• イメージファイルを削除する

• イメージに関する情報を表示する

• パーティションに関する情報を表示する

• Drive Image File Editorのオプション

• オンラインヘルプ

• Drive Image File Editorを終了する
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概要

PowerQuestの Drive Image File Editorを使うと、イメージファイルを簡単に操作できます。
アクセスするイメージファイルに対するあらゆる操作を 1つの画面から行うことができま
す。イメージファイルの内容の表示、イメージファイルのコピー、ファイル内のパーティ
ションのコピー、イメージからの個々のプログラムやデータファイルの復元、イメージファ
イルへのパスワード保護の追加などが可能です。

また、個々のイメージファイルやパーティションを簡単に識別できるように、コメントを
付けることもできます。

Drive Image File Editorを使うには、Windows 95、Windows 98、Windows NT Workstation、
またはWindows 2000 Professionalが必要です。

Drive Image File Editorのメイン画面

Drive Image File Editorのメイン画面は、[場所の指定 ]、[最新 ]、[目次 ]の 3つのパネル
から構成されています。
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イメージを変更する

Drive Image File Editorの [イメージにコピー ]機能を使うと、新規または既存のイメージ
ファイルに 1つまたは複数のパーティションをコピーできます。ファイル、パーティショ
ン、またはイメージをコピーするときには、結果のイメージの圧縮レベルを設定したり、
イメージにパスワードを追加したり、イメージを複数のファイルに分割したりできます。

パーティションをイメージファイルにコピーする

コピー元のイメージファイルからコピー先のイメージファイルにパーティションをドラッ
グアンドドロップします。または [ 編集 ] メニューを使ってパーティションをコピーする
こともできます。パーティションをコピーしても、コピー先のイメージファイルにあるパー
ティションが上書きされることはありません。したがって、1 つのイメージファイルに、
名前やドライブレターが同じパーティションが複数できる場合があります。

パーティションまたはイメージファイルをコピーするには、いくつかの方法があります。

• [最新]または[場所の指定]パネルから[場所の指定]パネルのドライブまたはフォルダへ
パーティションまたはイメージをドラッグアンドドロップします。

• イメージファイルのパーティションを [場所の指定 ]パネル内の他のイメージファイル
またはフォルダへドラッグアンドドロップします。

• パーティションを選択して、[ファイル ]→ [イメージにコピー ]をクリックします。

画面領域 説明

[場所の指定]パネル マシン上のすべてのドライブ (ローカルハードディスクとネット
ワークドライブ )をツリー形式で表示します。

[最新 ]パネル 最近参照したか開いたイメージファイルをツリー形式で表示し
ます。最新イメージのリストをクリアするには、[最新 ]→ [最新
のイメージリストの消去 ]をクリックします。

[目次 ] 選択したドライブ、フォルダ、イメージファイル、またはパー
ティションの内容を表示します。

ツールバー 一般的な操作をすばやく行うためのボタンが表示されます。ツー
ルバーを表示するかどうかは、[ 表示 ] メニューで切り替えられ
ます。また、[ 表示 ] メニューを使ってツールバーのボタンに文
字列のラベルを表示するかどうかも指定できます。

ステータスバー ポインタが位置するツールバーボタンの簡単な説明を表示しま
す。ステータスバーを表示するかどうかは、[ 表示 ] メニューで
切り替えられます。
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• パーティションを右クリックして、[ファイル]→[イメージにコピー]をクリックします。

• パーティションを選択して、[編集 ]→ [コピー]をクリックし、新しい場所にカーソルを
置いて、[編集 ]→ [貼り付け ]をクリックします。

[イメージにコピー ]ダイアログボックスには、変更するイメージファイルのファイル名が
表示されます (新しいイメージファイルの場合はファイル名を入力します )。また、イメー
ジファイルの分割、分割イメージを構成する複数のファイルの結合、イメージへのパスワー
ドの追加、イメージの圧縮レベルの選択などができます。

コピーするもの 結果

.PQIイメージファイル全体 [ イメージにコピー ] ダイアログボックスが開き、[ 場所
の指定]パネルで現在選択されているドライブやフォルダ
に応じて [対象イメージ ]テキストボックスに値が表示さ
れます。

イメージファイル内のパー
ティション

パーティションを他のイメージファイルへコピーする場
合、[イメージにコピー]ダイアログボックスが開き、パー
ティションがイメージファイルに追加されます。この
パーティションは、コピー先のイメージファイルの特性
(圧縮率、パスワードなど )を継承します。パーティショ
ンをフォルダにコピーする場合は、[ イメージにコピー ]
ダイアログボックスが表示され、新規作成された .PQIイ
メージファイルにパーティションが追加されます。
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イメージを複数のファイルに分割する

既存のイメージファイルを、分割形式で複数のリムーバブルメディア ( フロッピーディス
ク、Jaz、Zipなどのディスク )に保存するには、[イメージファイルの分割機能 ]を使いま
す。また、既に作成したイメージファイルを Drive Image File Editor を使って、後から分
割することも可能です。分割したイメージファイルをいったんネットワークドライブに保
存して、後から CD-ROMなどのリムーバブルメディアに転送することもできます。

イメージを分割するには、イメージ全体または選択したパーティションを新しいイメージ
ファイルにコピーして、このファイルを分割します。

1. [場所の指定 ]または [最新 ]パネルから、分割するイメージファイルを [場所の指定 ]
パネルにコピーします。

[イメージにコピー中 ]ダイアログボックスが表示されます。

2. [対象イメージ ]テキストボックスに、新しいイメージファイルのパスとファイル名を
入力します。

3. [イメージをセグメントに分割 ]を選択します。

4. イメージファイルの各セグメントに対して最大サイズを入力します。

たとえば、後で CD に保存するイメージファイルを作成する場合は、「650000000」
と入力します。

5. 必要に応じて、新しいイメージファイルに対するその他のオプションを指定します
(説明、パスワード、圧縮レベルなど )。

6. [コピー ]をクリックします。

イメージファイルを分割した場合は、イメージファイルが指定したサイズになるか、リムー
バブルデバイスのメディアがいっぱいになると、新しいメディアを挿入するよう求める
メッセージが表示されます。

イメージの構成ファイルを結合する

分割イメージ ( 複数のファイルに分割されたイメージ ) の一部であるファイルを選択して
新しいイメージファイルにコピーすると、Drive Image File Editorは自動的にそのイメージ
のすべての構成部分を新しい対象イメージに結合します。

[イメージをセグメントに分割 ]チェックボックスのマークが外れていることを確認してく
ださい。このチェックボックスがマークされていると、新しいイメージファイルは、1 つ
のファイルに結合される代わりに指定されたサイズに分割されます。

この機能は、リムーバブルメディアに保存したイメージファイルをネットワークディレク
トリやハードディスクに保存する場合に便利です。
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イメージにパスワードを追加する

1. [場所の指定 ]または [最新 ]パネルから、パスワードによる保護を追加したいイメー
ジファイルを [場所の指定 ]パネルにコピーします。

[イメージにコピー ]ダイアログボックスが表示されます。

2. [イメージ保護 ]で [パスワードの設定 ]をクリックします。

3. [パスワード ]および [パスワードの確認 ]フィールドにパスワードを入力します。

パスワードは、大文字と小文字が区別されます。パスワード保護されたイメージファ
イルはパスワードを入力しなければコピー、変更、復元できないため、パスワードは
安全な場所に保存しておいてください。また、イメージに割り当てられている現在の
パスワードがわからないと、イメージファイルのパスワードを変更することはできま
せん。PowerQuest では、パスワードを忘れた場合にパスワード保護されたイメージ
ファイルにアクセスするための回避策を提供しません。

4. 必要に応じて、新しいイメージファイルに対するその他のオプションを指定します
(説明、圧縮レベル、分割サイズなど )。

5. [コピー ]をクリックします。

イメージファイルを圧縮する

1. [場所の指定 ]または [最新 ]パネルから、圧縮したいイメージファイルを [場所の指定 ]
パネルにコピーします。

[イメージにコピー ]ダイアログボックスが表示されます。

2. [圧縮レベル ]で圧縮のレベルを選択します。

3. 必要に応じて、新しいイメージファイルに対するその他のオプションを指定します
(説明、パスワード、分割サイズなど )。

4. [コピー ]をクリックします。

非圧縮 非圧縮は、一般的に最も速くイメージファイルを保存できる方法であ
り、ディスクの空き領域が十分ある場合に効果的です。ただし、混雑
したネットワークドライブや比較的速度の遅いリムーバブルメディ
アにイメージファイルを保存するときは、イメージを圧縮した方が処
理が速い場合があります。ファイルを圧縮すると、データ書き込み量
が少なくなるためです。

標準レベル 標準レベルの圧縮率は、平均 40%です。

高レベル 高レベルの圧縮率は、平均 50%です。
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イメージファイルの説明を追加または変更する

1. [場所の指定 ]または [最新 ]パネルから、説明を追加したいイメージファイルを
[場所の指定 ]パネルにコピーします。

[イメージにコピー ]ダイアログボックスが表示されます。

2. [概要 ]テキストボックスに、イメージファイルに関するコメントを入力します。

コメントは、(半角英数字 ) 232文字まで入力できます。

3. 必要に応じて、新しいイメージファイルに対するその他のオプションを指定します
(パスワード、圧縮レベル、分割サイズなど )。

4. [コピー ]をクリックします。

ファイルまたはパーティションを復元する

Drive Image File Editor を使用して、イメージファイル内から個々のファイルまたはパー
ティションを復元できます。分割または圧縮されているイメージから、イメージファイル
全体は復元しないまま、ファイルやフォルダを個別に復元することができます。

1. [場所の指定 ]または [最新 ]パネルで、復元するファイルがあるパーティションを含
むイメージファイルをダブルクリックします。

2. (必要に応じて )イメージファイルのパスワードを入力して [OK]をクリックします。

3. パーティションをダブルクリックします。

4. 復元するフォルダまたはファイルを選択します。

5. [ファイル ]→ [復元 ]をクリックします。

または、復元先の場所にファイルをドラッグするか、ファイルを右クリックしてポッ
プアップメニューから [復元 ]を選択します。

旧バージョンのDrive ImageまたはDrive Image File Editorで作成されたイメージファ
イルを選択した場合、Drive Image File Editor がイメージインデックスを展開する間、
進捗状況バーが表示されます。古いイメージファイルの処理を高速化する方法につい
ては、72ページの「旧バージョンの Drive Imageで作成したイメージを扱う」を参照
してください。

6. [ 指定先 ] をクリックし、復元後のファイルの保存先を指定します。参照ボタンをク
リックし、保存先のフォルダへ移動します。

フォルダやファイルを元の場所に復元する場合は、[変更前のパスに復元 ]をクリック
します。イメージを作成したときにパーティションが表示されていなかったために元
の場所にドライブレターが含まれていない場合は、復元する前にパーティションのド
ライブレターを入力する必要があります。

7. [復元 ]をクリックしてファイルを復元します。
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8. ファイルの復元が完了したら、[OK]をクリックします。

9. [閉じる ]をクリックして、Drive Image File Editorのメイン画面に戻ります。

旧バージョンの Drive Imageで作成したイメージを扱う

旧バージョンの Drive Image File Editor (Drive Image 4.0より前のバージョン )で作成され
たイメージからファイルを復元する場合は、次のいずれかの方法で処理を高速化できます。
これらの手順は、必須ではありません。

• イメージのインデックスファイル (*.PQX)が、イメージが保存されているディレクト
リと同じディレクトリに保存されているようにします。イメージと同じディレクトリ
にインデックスファイルを検出すると、Drive Image File Editor は復元処理中にイン
デックスを新しく作成する代わりにそのインデックスファイルを使用します。

• イメージのインデックスファイルがない場合は、Drive Image File Editorを使用してイ
メージを新しい 4.0イメージファイルにコピーできます。

イメージファイルを検証する

イメージファイルが有効か壊れているかを確認するには、[ イメージの検証 ] を使用しま
す。このオプションを選択すると、イメージ内のファイルをすべて開くことができるか、
イメージファイルの内部データ構造が使用可能なデータと一致するか、イメージファイル
を解凍して適切な量のデータを作成できるかなどを確認できます。

この機能は、パーティションを追加したイメージの状態を確認する場合に便利です。

1. [場所の指定 ]または [最新 ]ペインで、検証するイメージファイルを選択します。

2. [ファイル ]→ [イメージの検証 ]をクリックします。

3. 確認が完了したら、[OK]をクリックします。

イメージファイルを右クリックし、ポップアップメニューで [ イメージの検証 ] をクリッ
クすることもできます。

イメージファイルを削除する

すべてのパーティション、フォルダ、ファイルを含めてイメージファイル全体を削除する
場合は、[削除 ]を使用します。ローカルハードディスクにあるイメージファイルを削除す
ると、このイメージファイルはWindowsの [ごみ箱 ]へ送信されます。

1. [場所の指定 ]または [最新 ]ペインで、削除するイメージファイルを選択します。

イメージファイル内の個々のパーティション、選択したファイルやフォルダを削除す
ることはできません。

2. [ファイル ]→ [イメージの削除 ]をクリックします。
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3. 続行する場合は [はい ]、取り消す場合は [いいえ ]をクリックします。

または、イメージファイルを右クリックしてポップアップメニューから [イメージの削除 ]
をクリックするか、Windowsのエクスプローラからイメージを削除することもできます。

イメージに関する情報を表示する

1. [場所の指定 ]または [最新 ]パネルでイメージファイルを選択します。

2. [ファイル ]→ [プロパティ ]をクリックするか、イメージファイルを右クリックして
[プロパティ ]をクリックします。

[イメージのプロパティ ]ダイアログボックスには、次の表に示すオプションが表示さ
れます。

3. [OK]をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

概要 パーティションに付けたコメント。

MS-DOS名 ユーザーがイメージに割り当てた名前。

イメージ
ファイルのサイズ

イメージの合計サイズ。

イメージの日付 /
時刻

イメージファイルが作成された日時。

分割 イメージファイルが複数のディスクまたは同じディスク上の
複数のファイルに分割されているかどうか。

圧縮 選択したパーティションが圧縮されているかどうか。圧縮レベ
ル ([標準レベル ]または [高レベル ])も表示されます。標準レ
ベルの圧縮の場合、圧縮率は約 40% です。高レベルの圧縮の
場合、圧縮率は約 50%です。

パスワード保護 イメージがパスワードで保護されているかどうか。
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パーティションに関する情報を表示する

1. [場所の指定 ]または [最新 ]パネルで目的のパーティションを含んでいるイメージファ
イルをダブルクリックします。

2. パーティションを選択します。

3. [ファイル ]→ [プロパティ ]をクリックするか、パーティションを右クリックして
[プロパティ ]をクリックします。

4. [OK]をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

Drive Image File Editorのオプション

イメージファイルのデフォルトの復元パスやデフォルトのサイズを指定できます。デフォ
ルトのサイズは、イメージがコピー中に分割されるサイズです。このサイズは、[イメージ
にコピー ]ダイアログボックスに表示されます。

1. [ツール ]→ [オプション ]→ [全般 ]をクリックします。

2. (必要に応じて )デフォルトの復元場所に対するフルパスを指定します。

このパスは、ドラッグアンドドロップ機能やコピーと貼り付け機能を使用せずにイ
メージの復元を開始する場合に使用されます。

名前の表示 パーティションに付けた名前。

概要 パーティションに付けたコメント。

ドライブレター パーティションのドライブレター。

種別 パーティションで使われているファイルシステムの種類
(FAT、NTFS、HPFSなど )。

基本 /論理 選択したパーティションのドライブのステータス(基本または論理)。

パーティション
サイズ

パーティションの合計サイズ。合計サイズとは、使用済み領域と
未使用領域の合計です。

パーティション
内の使用領域

パーティションの使用領域のサイズ。

パーティション
内の未使用領域

パーティションの未使用領域のサイズ。

イメージ内の物
理サイズ

イメージファイル内のパーティションの実際のサイズ。パーティ
ションの使用領域と空き領域のサイズや圧縮レベルによっては、
パーティションサイズとは異なる場合があります。
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3. (必要に応じて)イメージファイルを分割するときのデフォルトサイズをバイト単位で
指定します。

たとえばファイルをいったんハードディスクに保存してからCDにコピーする場合は、
650,000,000バイト (650 MB)より小さいファイルサイズを指定します。

4. [OK]をクリックします。

Drive Image File Editorにイメージファイルとして表示されるファイル拡張子を指定するこ
ともできます。

1. [ツール ]→ [オプション ]→ [イメージエクステンション ]をクリックします。

2. [エクステンション ]テキストボックスにイメージファイルの拡張子を入力します。

ファイル拡張子は、3 文字までの英数字で指定します。ピリオドを入力する必要はあ
りません。ピリオドは自動的に追加されます。

3. [追加 ]をクリックします。

4. ファイル拡張子を更に追加するには、手順 2と 3を繰り返します。終了したら、[OK]
をクリックします。

リストに追加した拡張子と一致するイメージファイルは、すべて [ 場所の指定 ] また
は [最新 ]パネルに表示されます。

拡張子を削除するには、リストボックスから拡張子を選択し、[ 削除 ] をクリックします。
追加した拡張子をすべて削除するには、[消去 ]をクリックします。リストから *.PQIを削
除することはできません。

オンラインヘルプ

1. [ヘルプ ]→ [目次 ]をクリックします。

2. 表示したいヘルプトピックを選択するか、[索引 ]または [検索 ]をクリックしてトピッ
クを検索します。

Drive Image File Editorを終了する

1. [ファイル ]→ [終了 ]をクリックします。

Drive Image File Editorを再起動する場合は、前回の表示設定が使用されます。
PowerQuest Drive Image 75



76
 第 6章 : Drive Image File Editor



第 章7

PowerQuest DataKeeper

この章で説明する内容は次のとおりです。

• はじめに

• システムを監視する

• カスタムバックアップの作成

• モバイルのサポート

• バックアップを復元する

• Windowsショートカットから DataKeeperを起動する

• ヘルプの利用

• DataKeeperを終了する
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はじめに

PowerQuest DataKeeper は、重要なデータのバックアップ作業を安全かつ自動的に行う簡
単な方法を提供します。バックアップ先としては、ローカルハードディスク、ファイルシ
ステム (FAT32 など ) とドライブレターが割り当てられた別パーティション、ネットワー
クドライブ、またはリムーバブルメディア (LS120、JAZ、Zip ドライブなど ) が使用でき
ます。DataKeeperは、次のような目的に使用できます。

• コンピュータ上のファイルやフォルダを、パスワード保護やファイル圧縮などのオプ
ションを指定してバックアップする。

• 1つのファイル (圧縮バックアップからでも可 )、特定のファイルの最新バージョン、ま
たは特定のファイルの古いバージョンを復元する。

DataKeeperのシステム要件

DataKeeperをインストールする前に、コンピュータが最低限次のシステム要件を満たして
いることを確認してください。

DataKeeperをインストールおよび設定する

DataKeeperのインストールは 2つのプロセスからなります。

• DataKeeperをインストールする。Windows NTまたはWindows 2000を実行している
場合は、adminstrator権限で DataKeeperをインストールする必要があります。

プロセッサ 486DX/66 MHz以上

RAM • 8 MB (Windows 95)
• 16 MB (Windows 98またはMe)
• 32 MB (Windows NT 4.0 Workstation)
• 32 MB (Windows 2000 Professional)

ハードディスク領域 4 MB

ファイルシステム FAT、FAT32、または NTFS

オペレーティングシステム • Windows 95b以降
• Windows 98
• Windows Me
• Windows NT 4.0 Workstation (Service Pack 6を適用 )
• Windows 2000 Professional

モニタ VGA以上の解像度
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• バックアップ先を設定する。インストールした後で DataKeeperを初めて起動するとき
には、基本バックアップ先と代替バックアップ先を指定する必要があります。通常
Windows NTやWindows 2000で行われるように、複数のユーザーが 1台のコンピュー
タを共有している場合は、各ユーザーが DataKeeper を実行して、それぞれ独自の基
本バックアップ先と代替バックアップ先を設定する必要があります。

インストールを単純にして、ファイルの復元がすばやく簡単に行えるようにするには、プ
ログラムのデフォルト設定を使用することをお奨めします。

1. DataKeeper CDを CD-ROMドライブに挿入します。

2. DataKeeperのセットアップウィンドウで [インストール ]をクリックし、画面に表示
される指示に従ってプログラムをインストールします。

3. セットアップが完了したら、[はい、DataKeeperを起動します。]のマークを外して
から [完了 ]をクリックします。

画面に DataKeeper セットアップウィンドウが自動的に表示されない場合は、プログラム
を手動でインストールできます。

1. Windowsタスクバーの [スタート ]→ [ファイル名を指定して実行 ]をクリックします。

2. [ファイル名を指定して実行 ]テキストボックスに「D:¥SETUP」と入力します。

3. お使いの CD-ROM ドライブのドライブレターが D でない場合は、D を適切なドライ
ブレターに代えてください。

4. [OK]をクリックし、画面に表示される指示に従ってプログラムをインストールします。

5. セットアップが完了したら、[はい、DataKeeperを起動します。]のマークを外して
から [完了 ]をクリックします。

システム管理者の場合は、これでプログラムのインストールが完了です。ユーザーの場合
は、それぞれ監視対象ファイルの基本バックアップ先と代替バックアップ先を設定する必
要があります。

バックアップ先の設定

DataKeeper を初めて起動したときには、監視対象ファイルの基本バックアップ先と代替
バックアップ先を指定するように指示されます。バックアップ設定が完了する前に [ キャ
ンセル ]をクリックすると、DataKeeperが終了します。
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1. Windowsタスクバーから DataKeeperを起動します。

2. [次へ ]をクリックします。

3. テキストボックスに基本バックアップ先へのフルパスを入力し、[次へ ]をクリックし
ます。基本バックアップ先として指定できるのは、ローカルの固定ハードディスク、
ネットワークディスク、またはリムーバブルメディア (LS120、JAZ、Zipドライブな
ど )です。

4. ステップ 3で入力した基本バックアップ先がローカルの固定ハードディスクである場
合は、次のステップ 5に進みます。代替バックアップ先を指定する必要はありません。

5. それ以外の場合は、テキストボックスに代替バックアップ先へのフルパスを入力し、
[次へ ]をクリックします。代替バックアップ先は、マシン上のローカルの固定ハード
ディスクでなければなりません。基本バックアップ先が使用できない場合に、ファイ
ルはこの代替バックアップ先に格納されます。

6. [完了 ]をクリックします。

7. ファイルの初期バックアップを作成することをお奨めします。このためには、[ いま
すぐバックアップ ]をクリックします。

8. これで、指定したバックアップ条件に一致するすべてのファイルをバックアップでき
るようになりました (デフォルト )。または、前回のバックアップ時または特定の日付 /
時刻以降に作成または変更されたファイルだけをバックアップの対象にすることがで
きます。

9. [OK]をクリックしてバックアップを開始します。
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システムを監視する

デフォルトで DataKeeperは、システム上のすべての固定ドライブに対する変更を監視し、
ハードウェアディスクに保存したすべてのファイルのバックアップを自動的に作成しま
す。プログラムファイルディレクトリ、環境変数 Tempおよび Tmpで指定されたディレク
トリ、および基本バックアップ先は、自動バックアップの対象から除外されます。これに
より、バックアップにかかる時間を短縮し、システムへの影響を最小限に抑えます。これ
らのディレクトリやその他のファイルをバックアップしたい場合は、81ページの「カスタ
ムバックアップの作成」を参照してください。

監視 ( 自動バックアップ ) は、DataKeeperが動作している間、または [バックアップ ]タ
ブから [監視の停止 ]をクリックするまでの間、システム上で有効になっています。

バックアップファイルを復元する手順については、85 ページの「バックアップを復元す
る」を参照してください。

カスタムバックアップの作成

DataKeeperにはデフォルト設定以外に多くのオプションがあり、データのバックアップ方
法をカスタマイズできます。選択したすべてのオプションをバックアップ定義ファイル
(.DKS)に保存して後で使用することもできます。

1. DataKeeperで [バックアップ ]タブをクリックします。

必要であれば、[監視の停止 ]をクリックして [バックアップ ]タブのバックアップオ
プションにアクセスします。
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2. 以下のバックアップオプションを選択します。

オプション 説明

監視対象のフォ
ルダを選択

[ 監視対象のフォルダを選択 ] グループボックスでは、監視して
バックアップするフォルダを選択します。

ファイルの種類
を指定

[ 監視対象のフォルダを選択 ] グループボックスで、[ ファイルの
種類を指定 ] をクリックします。バックアップに含めるファイル
の種類 ( 監視対象フォルダに含まれる場合 ) と、バックアップ時
に無視するファイルの種類を確認します。

[一致するバックアップファイル ]リストボックスと [次に一致す
るファイルを無視 ] リストボックスとの間でファイルタイプを移
動するには、目的のファイルを選択し、適切な矢印 (<<または >>)
をクリックしてファイルを移動します。

リストボックスにファイルの種類を追加するには、[ファイルの種
類を追加 ]テキストボックスで「*.<ファイル拡張子 >」と入力し
て、[<<]または [>>]をクリックします。

ファイルタイプを削除するには、目的の拡張子を選択し、[削除 ]
をクリックします。

バックアップ先:
基本

[ バックアップ先 ] グループボックスで、指定された基本バック
アップ先を確認します。または、[ 参照 ] をクリックして新しい
バックアップ先を選択します。基本バックアップ先として指定で
きるのは、ローカルの固定ハードディスク、ネットワークディス
ク、またはリムーバブルメディア (LS120、JAZ、Zip ディスクな
ど )です。オプション名 [基本 ]の後に (アクティブ )という語が
示されている場合、このバックアップ先が有効になっていること
を表しています。基本バックアップ先が使用できない状態になる
と、代替バックアップ先が (アクティブ )状態になります。

バックアップ先 :
基本バックアッ
プ先を選択

基本バックアップ先が利用できない場合は、[バックアップ先 ]グ
ループボックスで、指定した代替バックアップ先を確認します。
または、[ 参照 ] をクリックしてハードディスク上の代替バック
アップ先を選択します。オプション名の後に ( アクティブ ) とい
う語が示されている場合、基本バックアップ先が非アクティブ
(利用できない状態 )であることを表しています。これにより、代
替バックアップ先が有効になっていることが分かります。

保存する
バージョン

[ オプション ] グループボックスで、保持したいバックアップの
バージョンの数 (1～ 99)を指定します。ファイルのバージョン管
理によって、ファイルに誤った変更を加えた場合や、現在のバッ
クアップが壊れた場合などに、以前のバックアップに戻ることが
できます。どのバージョンを復元するかを決めるには、バックアッ
プの日付と時刻を確認します。
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3. ( 必要に応じて ) 後で使用できるように、選択したバックアップオプションをバック
アップ定義ファイル (.DKS)に保存します。[ファイル ]→ [保存 ]をクリックし、バッ
クアップ定義ファイルの名前を入力して [保存 ]をクリックします。

このステップは、バックアップするデータの種類に基づいて異なるオプションを選択
することが多い場合に役立ちます。後で別に作成したバックアップに対してその .DKS
ファイルを使用することができます。.DKSファイルを選択するには、[ファイル ]→
[開く ]をクリックし、目的のバックアップ定義ファイルを選択して [開く ]をクリッ
クします。バックアップオプションがすべて設定されます。

日次 / 週次 / 月
次アーカイブを
保持

[オプション ]グループボックスで、[日次 /週次 /月次アーカイブ
を保持 ]を選択します。

このオプションを選択すると、バージョン数を超えた場合でも、
アーカイブコピーが保持されます。たとえば、最新の 5 バージョ
ンのバックアップを保存するように指定した場合、[ 日次 / 週次 /
月次アーカイブを保持 ]を選択すると、DataKeeperは次のように
処理します。

• 指定されたファイルの最新の5つのバージョンを保存します。

• 古いファイルから順に 5つのファイルを上書きします。

• 5つの最新ファイルに加えて、日次で 7つ、週次で 5つ、月次で
12までのアーカイブコピーを保存します。

• 前回のバックアップから変更されていないファイルについて
は、日次、週次、月次のバージョンを作成しません。

バックアップ
ファイルを圧縮

[ オプション ] グループボックスで、[ バックアップファイルを圧
縮 ]を選択します。

バックアップ時にファイルを圧縮すると、使用するハードディス
ク領域を節約できます。

パスワードに
よってバック
アップファイル
をロック

[ オプション ] グループボックスで、[ パスワードによってバック
アップファイルをロック ]を選択し、[パスワード ]および [パス
ワードの確認 ]テキストボックスにパスワードを入力して [OK]を
クリックします。

パスワードは大文字と小文字を区別します。バスワード保護され
たバックアップを復元すると、DataKeeperはパスワードの入力を
求めます。正しいパスワードを入力しなかった場合、またはパス
ワードを忘れた場合は、バックアップファイルを開くことができ
ません。

オプション 説明
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4. 新しくカスタマイズしたバックアップセットの初期バックアップを行うことをお奨め
します。このためには、[いますぐバックアップ ]をクリックします。

ここで、指定されたバックアップ条件を満たすファイルをすべてバックアップするよ
うに選択できます。これはデフォルトの選択です。または、前回のバックアップ以降
に変更されたファイルだけをバックアップしたり、特定の日付および時刻より後に作
成または変更されたファイルだけをバックアップしたりできます。

5. [OK]をクリックしてバックアップを開始します。

6. 初期バックアップを作成したら、[監視を開始 ]をクリックすると、DataKeeperがバッ
クグラウンドで動作して、変更されたファイルを自動的にバックアップします。

選択したカスタムバックアップオプションは、再度変更を加えるまで有効です。

モバイルのサポート

出張先などでラップトップコンピュータを使用していて、バックアップ時に基本バック
アップ先 ( ネットワークディスク ) が利用できない場合は、ファイルを自動的に代替バッ
クアップ先に保存します。代替バックアップ先を変更するには、[バックアップ ]タブの
[基本格納先が利用できない場合に代替の格納先として使用 ]テキストボックスの右側にあ
る [参照 ]をクリックします。

現在のバックアップ先が代替バックアップ先であるときに、起動時に監視が有効になって
いて基本バックアップ先 ( ネットワークディスク ) が検出された場合は、代替バックアッ
プ先を基本バックアップ先に変更するように指示されます。基本バックアップ先に変更す
ると、すべてのバックアップファイルは指定された基本バックアップ先にコピーされ、代
替バックアップ先からは削除されます。

代替バックアップ先を基本バックアップ先に変更しないように選択した場合は、監視を再
起動して基本バックアップ先が検出されるたびに同じメッセージが表示されます。
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バックアップを復元する

バックアップされた個々のファイルやフォルダまたは複数のファイルやフォルダを、1 回
の簡単な操作で復元できます。

1. DataKeeperの [復元 ]タブをクリックします。

2. バックアップ先を選択し、[OK]をクリックします。

ファイルのバックアップ先が 1箇所しかない場合は、この手順をとばして手順 3に進
みます。

3. 復元するファイル、フォルダ、およびドライブを選択します。

4. 各ファイルの最新のバックアップバージョンだけを表示するには、[ 最新バージョン
のみを表示 ] を選択します。ファイルのすべてのバージョンを表示する場合は、この
オプションの選択を解除します。DataKeeperを使用してバックアップしたものだけが
復元できます。

5. ドロップダウンリストから復元先のフォルダまたはドライブを選択します。[参照 ]を
クリックして復元先のフォルダを選択することもできます。

復元先のフォルダを指定しない場合は、元の場所に復元されます。

6. [復元 ]をクリックしてファイルの復元を開始します。
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バックアップのバージョンの表示

1. DataKeeperの [復元 ]タブをクリックし、バックアップ先を選択します。

2. [目次 ]ペインの [タグ ]および [バージョン ]列をマークします。これらの列が表示さ
れていない場合は、右側にスクロールして表示します。[バージョン ]列には次の情報
が表示されています。

• D: 日次バックアップ
• W: 週次バックアップ
• M: 月次バックアップ

アーカイブファイル以外のファイルに対しては、この列は空白になっています。

[タグ ]列のタグ値 (aa、ab、acなど )は固有の識別子であり、バックアップの順序や古さ
には無関係です。

Windowsショートカットから DataKeeperを起動する

デスクトップ上のWindowsショートカットから DataKeeperを起動すると、DataKeeperは
指定されたバックアップ定義ファイルを自動的に実行します。保存してあるそれぞれの
バックアップ定義ファイルのショートカットを作成しておくと便利です。

1. デスクトップにショートカットを作成する方法については、Windowsのオンラインヘ
ルプを参照してください。

2. [ ショートカットの作成 ] ダイアログボックスの [ コマンドライン ] フィールドに、
DataKeeperプログラム (DATAKEEPER.EXE)へのフルパスを入力します。

3. (必要に応じて )[コマンドライン ]フィールドのフルパスの末尾 (二重引用符の右側 )
に、以下のコマンドを 1つまたは複数追加します。

コマンドラインオプションの順序は重要ではありません。
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コマンドラインオプション

[*.DKS]の代わりに実際のバックアップ定義ファイルの名前を指定してください。

コマンドライン
オプション 説明

[*.DKS] DataKeeper を起動し、指定されたバックアップ定義ファイルをロード
します。例 :

"C:¥Program Files¥DataKeeper¥DataKeeper.exe" C:¥My 
Backup Specs¥Manuals.dks

-c [*.DKS] DataKeeper を起動し、指定されたバックアップ定義ファイルをロード
し、監視を開始します。例 :

"C:¥Program Files¥DataKeeper¥DataKeeper.exe" -c 
C:¥My Backup Specs¥Manuals.dks

-r [*.DKS] DataKeeper を起動し、指定されたバックアップ定義ファイルをロード
し、バックアップを実行した後で DataKeeperを終了します。例 :

"C:¥Program Files¥DataKeeper¥DataKeeper.exe" -r 
C:¥My Backup Specs¥Manuals.dks

-a:. -r オプションといっしょに使用します。DataKeeperを起動し、指定さ
れたバックアップ定義ファイルをロードし、選択されたファイルの
バックアップを実行した後で DataKeeperを終了します。例 :

"C:¥Program Files¥DataKeeper¥DataKeeper.exe" -r -a 
C:¥My Backup Specs¥Manuals.dks

-m -r オプションといっしょに使用します。DataKeeperを起動し、指定さ
れたバックアップ定義ファイルをロードし、前回のバックアップ時以
降に変更されたファイルのバックアップを実行した後でDataKeeperを
終了します。例 :

"C:¥Program Files¥DataKeeper¥DataKeeper.exe"-r -m 
C:¥My Backup Specs¥Manuals.dks

-s="date" -r オプションといっしょに使用します。DataKeeperを起動し、指定さ
れたバックアップ定義ファイルをロードし、指定された日付以降に変
更されたファイルのバックアップを実行した後でDataKeeperを終了し
ます。日付は引用符で囲み、-s="yyyy/mm/dd hh:mm:ss."の形式で指定
しなければなりません。例 :

"C:¥Program Files¥DataKeeper¥DataKeeper.exe"-r C:¥My 
Backup Specs¥Manuals.dks -s="2000/07/25 9:15:00"
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ヘルプの利用

このマニュアルに記載された以外の情報が必要な場合は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。DataKeeper のいずれかのダイアログで [ ヘルプ ] をクリックするか、またはメ
ニューバーの [ヘルプ ]→ [ヘルプトピック ]をクリックします。

DataKeeperを終了する

1. DataKeeperの [ファイル ]→ [終了 ]をクリックします。

DataKeeperが終了し、ファイルはバックアップされません。

DataKeeper ウィンドウの右上隅にある [ _ ] をクリックすると、プログラムがアイコン化
されてWindowsシステムトレイに入れられます。
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付録A

その他の操作
この付録で説明する内容は次のとおりです。

• SCSIハードディスクドライブで Drive Imageを使う

• ドライブオーバーレイソフトウェアと一緒に Drive Imageを使う

• ノート PCで Drive Imageを使う

• Castlewood ORBドライブで Drive Imageを使う

• CD-ROMにドライブレターを割り当てる

• Ghostイメージファイルを Drive Imageファイルに変換する

• 国際キーボードを使う

• ジャンパ設定を見つける
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SCSIハードディスクドライブで Drive Imageを使う

Drive Imageを SCSIハードディスクで使うには、ソフトウェア割り込み 13(INT13)に対応
した SCSIコントローラカードが必要です。ほとんどの SCSIコントローラカードは、BIOS
のソフトウェア割り込み 13 に対応するように設定できます。設定できない場合は、その
SCSIアダプタに接続されたドライブで Drive Imageを使うことはできません。使用してい
るアダプタがソフトウェア割り込み 13 に対応しているかどうかは、製造元に直接お問い
合わせください。一般に、FDISKでパーティションを作成できるドライブであれば、Drive
Imageも使うことができます。

ドライブオーバーレイソフトウェアと一緒に
Drive Imageを使う

古いバージョンの BIOSを使用しているシステムでディスクコピーを IDEから IDE、また
は IDEから SCSIに実行する場合は、Disk Managerや EZ-Driveなどのドライブオーバー
レイソフトウェアが必要です。

重要： SCSI から SCSI にコピーする場合は、SCSI 自体が独自の転送メカニズムを備え
ているため、古いバージョンの BIOSでは動作しません。

ここでは、IDEと SCSIハードディスクドライブのインストール方法について説明します。
次からの例では、システム構成別にインストール手順をステップごとに説明していきます。

事例 1
• システムは、504MBを超えるドライブをサポートしていないBIOSを採用しています。

• コピー元のドライブは、504MBより小さい IDEドライブです。ドライブオーバーレイ
プログラムはインストールされていません。

• コピー先のドライブは、504MBを超える IDEドライブです。古いバージョンのBIOSで
認識するには、ドライブオーバーレイプログラムが必要です。

手順

1. コピー先のドライブをマスタードライブ、コピー元のドライブをスレーブドライブと
してセットし、BIOSで自動検出機能を実行します。

2. ドライブオーバーレイの起動ディスクからコンピュータを再起動します。

3. マスタードライブとして設定したコピー先のドライブにドライブオーバーレイプログ
ラムをインストールします。その方法については、製造元にお問い合わせください。

4. もう一度コンピュータを再起動して、ドライブオーバーレイプログラムをロードします。
付録 A: その他の操作



5. Drive Imageの起動ディスクをフロッピーディスクドライブ (A:)に挿入します。

6. ドライブオーバーレイの起動メニューで、フロッピーディスクから起動するオプショ
ンを選択します。

7. Drive Image が表示したドライブ別の容量と、コピーシーケンスの順番が正しいかど
うかを確認します。

8. コピー処理を完了します。

事例 2
• システムは、504MBを超えるドライブをサポートしていないBIOSを採用しています。

• コピー元のドライブは、504MBを超える IDEドライブです。ドライブオーバーレイプ
ログラムはロードされています。

• コピー先のドライブはSCSIドライブです。ドライブオーバーレイプログラムは必要あ
りません。

手順

1. コピー元のドライブをマスタードライブのままにしておきます。

2. SCSIドライブを SCSIチェーンで最下位の SCSI IDにセットします。

3. BIOSの自動検出機能を実行し、IDEドライブが認識されていることを確認します。

4. SCSI BIOSを実行し、SCSIドライブが認識されていることを確認します。

5. コンピュータを再起動して、ドライブオーバーレイプログラムをロードします。

6. Drive Imageの起動ディスクをフロッピーディスクドライブ (A:)に挿入します。

7. ドライブオーバーレイの起動メニューで、フロッピーディスクから起動するオプショ
ンを選択します。

8. Drive Image が表示したドライブ別の容量と、コピーシーケンスの順番が正しいかど
うかを確認します。

9. コピー処理を完了します。

事例 3
• システムは、504MBを超えるドライブをサポートしていないBIOSを採用しています。

• コピー元のドライブは、504MBを超える IDEドライブです。ドライブオーバーレイプ
ログラムはインストールされています。

• BIOSは、大容量ドライブに対応したものに更新されています。

• コピー先のドライブは、504MBを超える SCSIドライブです。
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手順

1. コピー元のドライブをマスタードライブのままにしておきます。

2. コピー先のドライブをインストールし、それをドライブ 0として設定します。

3. BIOSを実行し、ドライブを自動検出します。

4. LBAが元のドライブに対してオフになっているかどうかを確認します。

5. SCSI BIOSを実行し、SCSIドライブが認識されているかどうかを確認します。

6. コンピュータを再起動して、ドライブオーバーレイプログラムをロードします。

7. Drive Imageの起動ディスクをフロッピーディスクドライブ (A:)に挿入します。

8. ドライブオーバーレイの起動メニューで、フロッピーディスクから起動するオプショ
ンを選択します。

9. Drive Image が表示したドライブ別の容量と、コピーシーケンスの順番が正しいかど
うかを確認します。

10. コピー処理を完了します。

事例 4
• システムは、504MBを超えるドライブをサポートしていないBIOSを採用しています。

• コピー元のドライブは、504MBを超える IDEドライブです。ドライブオーバーレイプ
ログラムはインストールされています。

• BIOSは、大容量ドライブに対応したものに更新されています。

• コピー先のドライブは、504MBを超える IDEドライブです。

手順

1. コピー元のドライブをマスタードライブとして設定します。

2. コピー先のドライブをスレーブドライブとして設定します。

3. 新しい BIOSを実行し、ドライブを自動検出します。

4. LBAがコピー先のドライブに対してオン、コピー元のドライブに対してオフになって
いるかどうかを確認します。

5. コンピュータを再起動して、ドライブオーバーレイプログラムをロードします。

6. Drive Imageの起動ディスクをフロッピーディスクドライブ (A:)に挿入します。

7. ドライブオーバーレイの起動メニューで、フロッピーディスクから起動するオプショ
ンを選択します。
付録 A: その他の操作



8. Drive Image が表示したドライブ別の容量と、コピーシーケンスの順番が正しいかど
うかを確認します。

9. コピー処理を完了します。

ノート PCで Drive Imageを使う

ノート型コンピュータでDrive Imageを使うために PCMCIAスロットをアクティブにする
には、DOSで正しいドライバをロードする必要があります。

1. 使用しているハードウェア用の適切なカードサービス DOSドライバを特定します。

このドライバは、ハードウェアの製造元により提供されます。ドライバの名前は製造
元によってさまざまで、代表的なものにカードサービス、カードバスサービス、
CardWare などがあります。必要なドライバがわからない場合は、ハードウェアのマ
ニュアルを参照するか、ハードウェアの製造元にお問い合わせください。

2. カードサービスドライバをロードするためのステートメントを CONFIG.SYS ファイ
ルに追加します。

たとえば、DEVICE=PCMI80CL.SYSのようなステートメントにします。

デバイスを設定するための別のスイッチがある場合もあります。詳細については、ハー
ドウェアの製造元の情報を参照してください。

3. 必要な NIC ドライバまたは SCSI ドライバをロードするためのステートメントを
CONFIG.SYSファイルに追加します。

たとえば、DEVICE=C:¥3COM¥EL589ND4.SYSのようなステートメントにします。

Castlewood ORBドライブで Drive Imageを使う

Drive Imageで Castlewood ORBドライブを使うには、コンピュータの BIOSでドライブが
正しく設定されていなければなりません。ドライブが正しく設定されていると、DOSによ
りドライブレターが割り当てられ、サイズの大きいファイルを読み取ったり、コピーを行
うことができるようになります。Drive Image は、コンピュータの BIOS でドライブをリ
ムーバルメディアとして認識するよう設定できる場合にのみ、ORBドライブをリムーバル
メディアとして認識します。

DOS 環境で ORB ドライブを設定する方法については、お手持ちの ORB ドライブのオー
ナーズマニュアルを参照するか、Castlewood Systems, Inc.(www.castlewood.com または
help@castlewood.com)にお問い合わせください。

Drive Imageで ORBドライブを使用する方法については、
Webサイト (www.powerquest.com/support/orb)を参照してください。
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CD-ROMにドライブレターを割り当てる

コンピュータに CD-ROM ドライブやその他のリムーバブルメディアドライブを接続して
いる場合は、この種のデバイスにドライブレターが割り当てられるときに問題が発生する
場合があります。

Drive Image はドライブレターを割り当てません。これはオペレーティングシステムの機
能です。オペレーティングシステムがドライブレターを割り当る順序は決まっています。
まず、各ハードディスクドライブ上で最初に認識した基本パーティションにドライブレ
ターを割り当て、次に、各ドライブ上のすべての論理パーティションにドライブレターを
割り当てます。最後に、CD-ROMドライブなどその他のリムーバブルメディアドライブに
ドライブレターを割り当てます。

CD-ROM ドライブは最後にドライブレターを割り当てられるドライブのひとつであるた
め、ハードディスクドライブでパーティションを作成または削除すると、CD-ROMドライ
ブのドライブレターはその影響を受けて変更されます。このようなドライブレター割り当
ての変更は、通常、オペレーティングシステムによって自動的に行われます。ただし、オ
ペレーティングシステムが新しいドライブレターを CD-ROM ドライブに割り当てること
ができないこともあります。この問題が発生した場合は、次の手順で対処してください。

DOS/Windows 3.11 を使用している場合や、CD-ROM ドライバを Windows 95 の DOS に
ロードしている場合は、次の手順に従います。

1. DOSプロンプトに続けて、「EDIT C:¥CONFIG.SYS」と入力します。

DOSのエディタプログラムが起動し、CONFIG.SYSファイルが開きます。

2. LASTDRIVE=driveという行の driveを Zに変更します。driveには、任意のアル
ファベット 1文字が入っています。

これにより、オペレーティングシステムは Zまでのドライブレターを割り当てるよう
になります。

3. [ファイル ]→ [終了 ]をクリックします。

4. [はい ]をクリックしてファイルを保存します。

5. C:¥プロンプトに続けて、「EDIT C:¥AUTOEXEC.BAT」と入力します。

DOSのエディタプログラムが起動し、AUTOEXEC.BATファイルが開きます。

6. MSCDEX が含まれる行を探します。/L:drive パラメータがこの行末に表示されます。
drive には、Drive Image でパーティションを変更する前に CD-ROM に割り当てられ
ていたドライブレターが指定されています。このドライブレターを Zに変更します。

こうしておけば、オペレーティングシステムがほかのドライブにドライブレターを割
り当てるときに Z は使用しないので、この後にパーティションを変更したとしても、
CD-ROMのドライブレターが無効になることはありません。
付録 A: その他の操作



詳細については、DOSプロンプトに続けて「HELP MSCDEX」と入力して参照してく
ださい。

コンピュータがネットワークに接続されている場合は、ネットワークにログインする
とき、Z をはじめアルファベットの末尾にある文字がネットワークの検索ドライブに
割り当てられることがあります。この場合は、ネットワークの検索ドライブに使用さ
れている先頭文字の 1つ前のアルファベットを CD-ROMに割り当ててください。

7. [ファイル ]→ [終了 ]をクリックします。ファイルを保存するかどうかを確認するメッ
セージが表示されたら、[はい ]をクリックします。

8. DOSプロンプト (C:¥)が表示されたら、コンピュータを再起動します。

Windows 95 を使用していて、CD-ROM に Windows 95 のドライバを使っている場合は、
次の手順に従います。

1. [スタート ]→ [設定 ]→ [コントロールパネル ]→ [システム ]をクリックします。

2. [システムのプロパティ ]画面で、[デバイスマネージャ ]を選択します。

コンピュータに接続されているデバイスのリストが表示されます。

3. [CD-ROM] をダブルクリックし、表示された CD-ROM デバイスをダブルクリックし
ます。

4. [設定 ]タブをクリックします。

5. [設定 ]ページの下部に、[予約ドライブ文字 ]があります。ここには、[開始ドライブ ]
と [ 終了ドライブ ] の 2 つのドロップダウンリストボックスがあります。これらのリ
ストボックスの値を Zに変更します。

オペレーティングシステムがほかのドライブにドライブレターを割り当てるときに Z
までは使用しないため、この後にパーティションを変更したとしても、CD-ROMのド
ライブレターが無効になることはありません。

6. [OK]をクリックして、[設定 ]ページを閉じます。

7. [OK]をクリックして、[システムのプロパティ ]ページを閉じます。

8. [はい ]をクリックして、コンピュータを再起動します。
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Ghostイメージファイルを Drive Imageファイルに変換する

Drive Image CDの ¥SETUP¥OS2DOSディレクトリには、Ghostイメージファイルを Drive
Imageファイルに変換するバッチファイルのサンプルが 3つ用意されています。この処理
を実行するには、Ghost がインストールされたコンピュータが必要です。また、復元した
ときに最大サイズとなる Ghostイメージを格納できるだけの容量があるスクラッチハード
ディスクドライブをそのコンピュータに接続します。

これらのバッチファイルは、まず Ghostイメージをスクラッチハードディスクドライブに
復元し、次に Drive Image を使ってそのハードディスクドライブから Drive Image ファイ
ルを作成します。このとき、スクラッチハードディスクドライブにデータが残っていると
復元時に上書きされてしまいますので注意してください。コンピュータの基本ハードディ
スクドライブを保護するために、第 2ハードディスクドライブをスクラッチハードディス
クドライブとして使うことができます。

用意されているバッチファイルは、PQCVT.BAT、PQCVT2.BAT、および PQCVT3.BATです。

サンプルファイルは、お使いのコンピュータとネットワーク環境に合わせて変更 ( ディレ
クトリパスと実行ファイルの位置を指定 )する必要があります。

PQCVT.BATを使用する

PQCVT.BAT ファイルは、コマンドラインからプログラムパス、イメージファイル名、お
よび作業ドライブ情報を指定するときに使います。

バッチファイルを実行するには、次の引数を指定します。

PQCVT <Ghost exe path> <Ghost image file path> <Drive Image 
exe path> <Drive Image image file path> <disk drive number>

引数 説明

<Ghost EXE path> Ghost EXEプログラムへのフルパス

<Ghost image file path> 変換対象の Ghostイメージファイルへのフルパス

<Drive Image EXE path> Drive Image EXEプログラムへのフルパス

<Drive Image image file path> これから作成する Drive Imageファイルへのフルパス

<disk drive number> 作業ディスクドライブの番号。
1=基本ドライブ、2=第 2ドライブ。
付録 A: その他の操作



たとえば、次のように指定します。

PGCVT S:¥BIN¥GHO210 T:¥OLD¥I12345.GHO S:¥BIN¥DM 
T:¥NEW¥I12345.PQI 2

この例では、s:¥bin¥gho210に置かれている Ghostプログラムを実行し、イメージファ
イル t:¥old¥i12345.ghoを第 2ハードディスクドライブに復元します。次に、s:¥bin¥dm
に置かれているDrive Imageプログラムを実行し、第 2ハードディスクドライブからイメー
ジファイルを t:¥new¥i12345.pqiに新しく作成します。

コマンドシェルからバッチファイルを実行して出力先を変更すれば、ログファイルを作成
できます。たとえば、次のように指定します。COMMAND/C PQCVT IMAGE.GHO
>CVT.LOG

PQCVT2.BATを変更する

PQCVT2.BATファイルは、プログラムパスと作業ドライブ情報を「密結合する」ときに使
います。バッチファイル自体にこの情報を入力しておけば、バッチコマンドラインに引数
としてイメージファイル名を入力するだけで済みます。たとえば、次のように入力します。

PQCVT2 I12345

PQCVT2.BATファイルのパスを編集して実行すると、Ghostイメージプログラムが実行さ
れ、イメージファイル I12345.GHOが第 2ハードディスクドライブに復元されます。次に、
Drive Imageのプログラムが実行され、新しいイメージファイルが作成されます。

バッチファイルを変更するには、次の手順に従います。

1. PQCVT2.BATファイルをメモ帳やDOS EditorなどのDOSテキストエディタで読み込
みます。

2. ファイルを編集し、ggg1、ggg2、ddd1、ddd2、および 9999の記述を Ghost実行
ファイルのパス情報、新しいイメージファイルのパス情報、およびドライブ番号にそ
れぞれ置き換えます。

3. REM文に続く先頭の GOTO行を削除してファイルを保存します。

複数のファイルを変換する

既存の複数の Ghostイメージファイルを変換するには、PQCVT3.BATファイルを使い、次
のように指定します。

PQCVT3 <file path and pattern>

このバッチコマンドは、指定したディレクトリから Ghostイメージファイルを検索し、指
定のファイルパターンに一致する各ファイルに対してPQCVT2バッチコマンドを呼び出し
ます。特定のファイルを指定する代わりに、MS-DOS の入力規則を使うことができます。
たとえば、「*」を使って任意の数の文字を表わしたり、「?」を使って任意の 1文字を表わ
します。
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国際キーボードを使う

Drive Imageの緊急用ディスクを使うと、慣れた方法でキーボードが使えなくなったり、拡
張文字を正しく表示できなくなったりすることがあります。Drive Image 緊急用ディスク
には、これらの問題を解決するためのファイルが収められています。

国際キーボードまたは文字セットを使う場合は、緊急用ディスク上の AUTOEXE2.BAT
ファイルおよび CONFIG.SYSファイルを編集する必要があります。

1. AUTOEXE2.BATファイルでは、以下の行がコメントアウトされています。各行の先
頭にある REMを削除し、変数 xxおよび yyyを使用言語に合ったキーボードコードお
よび文字セットコードページに置き換えます。

MODE CON CP PREP=((yyy)EGA.CPI)
MODE CON CP SEL=yyy
KEYB xx,yyy

xx = 2文字のキーボードコード (USや FRなど )
yyy = 文字セットコードページ (437など )

2. AUTOEXE2.BATファイルを保存します。

3. CONFIG.SYSファイルでは、以下の行がコメントアウトされています。この行の先頭
にある REM を削除し、変数 yyy を使用言語に合った文字セットコードページに置き
換えます。

DEVICE=DISPLAY.SYS CON=(EGA,yyy,)

4. CONFIG.SYSファイルを保存します。

5. 最初の緊急用ディスクから再起動します。

ジャンパ設定を見つける

ハードディスクドライブのジャンパ設定を見つけるには、ハードディスクドライブのイン
ストールガイドを参照するか、ハードディスクドライブの製造元に直接お問い合わせくだ
さい。ハードディスクドライブの製造元のWebサイトには、通常、ハードディスクドライ
ブを正しくインストールするために必要な情報が掲載されています。

また、www.thetechpage.comのWebサイトにも役立つ情報が掲載されています。このWeb
サイトには、代表的なハードディスクドライブの製造元一覧のほか、これまでに製造され
たあらゆるハードディスクドライブのジャンパ設定が掲載されています。その他のジャン
パ設定に関する情報は、OnTrackのWebサイト (www.ontrack.com)から入手できます。
(株 )ネットジャパンではこれらのWebサイトの内容に責任を負いません。また、Webサ
イトのアドレスは変更されている場合もあります。
付録 A: その他の操作



付録B

リムーバブルメディアドライブの設定
付録 B では、Drive Image に付属しているリムーバブルメディアドライブのデバ
イスドライバとそのインストール方法について説明します。

Drive Image のインストールプログラム (Windows 用 ) または MAKEDISK.BAT
ファイル (OS/2と DOS用 )を使うと、リムーバブルメディアドライブのドライバ
のインストールと設定を行うことができます。ここでは、これらのドライバを手
動で設定したり、標準の設定を変更する方法を説明します。MAKEDISK.BATファ
イルの詳細については、5 ページの「OS/2 または DOS のみのコンピュータにイ
ンストールする」を参照してください。

ネットワーククライアントでリムーバブルメディアを
使用する

パラレルポートデバイス (JazまたはZip)をネットワーククライアントで使用して
いる場合に、パラレルポートのデバイスドライバをネットワーククライアントと
一緒にロードすると、システムが停止する場合があります。パラレルドライブの
デバイスドライバを正常にインストールするには、ネットワーククライアントを
ロードせずにシステムを再起動してください。
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Iomegaドライバ

Iomegaでは、AUTOEXEC.BATファイルからドライバをロードするためのドライバのロー
ダープログラムを提供しています。Iomegaドライバプログラムは、ASPIマネージャと一
緒にロードしないと Zip ドライブや Jaz ドライブを使用できません。Drive Image インス
トールプログラムは、SCSI、IDE、パラレルポートの各インターフェイス用の各種 ASPI
マネージャを DRIVERSディレクトリにコピーします。

Iomegaドライバプログラムは、ASPIマネージャを 1つずつロードして合致するものを探
し出します。このような正しい ASPI マネージャを探し出す過程がなければ、ロード時間
を短縮できます。

Iomega では、USB(Universal Serial Bus) ポートに接続する Zip ドライブ用の DOS ドライ
バを提供していません。したがって、USBポートに接続された Zipドライブに対して、イ
メージファイルの作成や復元を行うことはできません。

PowerQuest のサポート Web サイトでドキュメント『Using Drive Image with Iomega
Removable Drivers』にアクセスすることができます。support.powerquest.com にアクセス
して、"Iomega" を検索してください。このドキュメントは英語版のみが提供されていま
す。Iomega ドライバの詳細については、Iomega 製品に付属しているインストールディス
ク、または IomegaのWebサイト (http://www.iomega.com)を参照してください。

GUEST.INIファイルを編集する

1つまたは 2つのホストアダプタしか使わない場合は、GUEST.INIファイルを編集して必
要のない ASPIマネージャをコメントアウトすることができます。そのためには、REMコ
マンドを使います。こうすることによって、通常使用する ASPI マネージャだけをロード
して確認できます。

1. DRIVERS ディレクトリから、Windows のメモ帳や DOS の EDIT などのテキストエ
ディタを使って、GUEST.INIファイルを開きます。

2. 使用しているドライブ用の IomegaドライバのASPIマネージャが記述されている行を
探します。たとえば、通常 Iomega の PC1616 アダプタを使用している場合は、
ASPI=ASPI1616.SYSの記述がある行が該当します。

次の表は、サポートされている Iomegaアダプタと、対応する ASPIマネージャの一覧
です。

Iomegaアダプタ ASPIマネージャ

Jaz jet PCI (PC/Macモデル ) ADVASPI.SYS

Jaz jet (PCモデル ) ASPI8DOS.SYS

Jaz jet ISA ASPIPC16.SYS

Jaz Traveller ASPIPPM1.SYS

パラレルポート Zipドライブ ASPIPPM1.SYS
付録 B: リムーバブルメディアドライブの設定



SCSI Zipドライブで Iomega以外の SCSIアダプタを使用している場合は、ASPIとの
互換性があるSCSIアダプタが必要です。SCSIアダプタの製造元から ASPIマネージャ
を入手してください。

3. ロードする必要のないASPIマネージャが記述されている行の先頭にREMを追加します。

Zip ドライブや Jaz ドライブを Iomega の PC1616 アダプタに接続している場合は、
ASPI1616.SYS以外の行に REMを追加します。

REM ASPI=ASPIPPM1.SYS /INFO FILE=NIBBLE.ILM SPEED= 1
REM ASPI=ASPIIDE.SYS /INFO
REM ASPI=ASPI8DOS.SYS /D
REM ASPI=ADVASPI.SYS
REM ASPI=ASPIPC16.SYS INFO
ASPI=ASPI1616.SYS /SCAN /INFO

4. GUEST.INIファイルを変更したら、その内容を保存してエディタを終了します。ワー
ドプロセッサで変更した場合は、必ず ASCIIテキストまたは DOS テキストの形式で
ファイルを保存してください。

コメントアウトしたASPIマネージャが後で必要になった場合は、もう一度GUEST.INI
ファイルを編集して ASPIマネージャの行から REMコマンドを削除します。

ASPIマネージャについて

Iomegaドライバプログラムで使用できる ASPIマネージャについては、Iomegaインストー
ルディスクの「インストールマニュアル」(MANUAL.EXE)を参照してください。

1. WindowsまたはDOSのDOSプロンプトに続けて「A:」と入力し、Enterキーを押します。

2.「MANUAL」と入力し、Enterキーを押します。

Zip zoom SCSIアクセラレータ ASPIPC16.SYS

ZipカードPCMCIA SCSIアダプタ ASPIPC16.SYS

Zip IDEドライブ ASPIIDE.SYS

PC1616アダプタ ASPI1616.SYS

PC1600アダプタ ASPIPC16.SYS

Iomegaアダプタ ASPIマネージャ
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Iomegaドライブにドライブレターを割り当てる

Iomega ドライブに割り当てるドライブレターを指定する場合は、コマンドラインに
LETTER= optionを追加します。たとえば、「GUEST.EXE LETTER=G」と入力すると、最
初に見つかった対応ドライブに Gが割り当てられます。

複数の Iomegaドライブを使用している場合は、アルファベット順で Gの次のドライブレ
ターが 2台目以降のドライブに割り当てられていきます。複数のドライブをサポートする
場合、ドライブレターは SCSI ID番号の小さいドライブから順番に割り当てられます。

MOディスクドライブ

3.5 インチ MO ドライブは、SCSI インターフェイスまたは ATAPI インターフェイスで接
続されます。それぞれのインターフェイスに合わせて、別個の DOS デバイスドライバが
用意されています。各デバイスドライバは、FAT(File Allocation Table)ファイルシステム、
読み書き、ディスク変更ステータスに対応しています。

SCSI デバイスドライバには、SCSI ホストアダプタカードとそれに対応した ASPI マネー
ジャが必要です。詳細については、104 ページの「ASPI マネージャと対応アダプタ」と
SCSIホストアダプタのマニュアルを参照してください。

3.5インチMOディスクには、いくつかの種類があります。

ボリュームフォーマットには、スーパーフロッピー、AT ハードディスク、NSR フォー
マットがあります。ドライバがボリュームフォーマットを自動的に検出し、論理ドライブ
レター (D: など ) を割り当てます。有効なフォーマットまたはパーティションが検出でき
なければ、デバイスドライバはそのディスクを未フォーマットとして認識します。MOディ
スクのフォーマットについては、製品に付属しているドライバのマニュアルを参照してく
ださい。

MOドライバのインストール

ATAPI MOデバイスドライバは、次のコマンドを使って、CONFIG.SYSファイルでロード
します。

DEVICE[HIGH]=(path)¥MODISKAP.SYS [/P][/Ii][/Rr]

SCSI MO デバイスドライバをロードするには、CONFIG.SYS ファイルで次のコマンドを
使います。

DEVICE[HIGH]=(path)¥ASPIXXX.SYS
DEVICE[HIGH]=(path)¥MODISK2.SYS [/P][/Ii][/Rr]

ASPIXXX.SYSには、お使いの SCSIホストアダプタに対応した ASPIマネージャを指定し
ます。
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オプションのスイッチ

/P

ドライバがロードされて初期化されたところで画面をいったん停止します。次の操作に進
むには、いずれかのキーを押します。このオプションは、ドライバが表示するメッセージ
を確認したい場合に使います。

/Ii (ATAPIドライバ )

IDE i ポートに接続されたデバイスだけをマウントします。この指定がないと、すべての
ポートでMOデバイスが検索されます。

iは、次のように定義します。

1 = プライマリマスター
2 = プライマリスレーブ
3 = セカンダリマスター
4 = セカンダリスレーブ

/Ii (SCSIドライバ )

ID i の SCSI デバイスだけをマウントします。この指定がないと、すべての SCSI ID が検
索されます。ホストアダプタ番号も指定するには、「/Ih:i」を入力します。hはホストアダ
プタ番号、iは SCSI IDです。複数のデバイスを指定するには、デリミタとして「+」を使
います。たとえば、次のように指定します。/I0:1+1:2

/Rr

1台のドライブに指定の数のドライブレター (r=1から 10)を確保します。この指定がない
と、1 つのドライブレターしか確保されません。ここで確保する数とドライブのパーティ
ション数とは関係ありません。ドライバがアクセスできるのは、確保したドライブレター
と同じ数のパーティションだけです。

挿入したディスクのパーティションが /rオプションで指定した数よりも多い場合は、定義
されたパーティションと同じ数のドライブレターがディスクドライブに割り当てられま
す。パーティション数が確保したドライブレターの数よりも少ない場合は、ドライバが追
加のドライブレターにアクセスしようとしたときにだけエラーになります。ドライバの
ロード中には、2048バイトセクタのディスクは拒否されます。ロードが終了してからディ
スクを挿入してください。
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LASTDRIVE

CONFIG.SYS の LASTDRIVE コマンドは、MO ディスクドライブに割り当てられるドラ
イブレターには影響しません。ドライバが LASTDRIVE コマンドで指定したドライブレ
ター (デフォルトは E:)よりも上位のドライブレターを割り当てると、CD-ROMドライブ
にはアクセスできません。CD-ROM ドライブにアクセスできるようにするには、
LASTDRIVEコマンドに大きな値を指定してください。

次のような状況では、デバイスドライバがメモリにロードされず、「ドライバをロードでき
ません」というメッセージが表示されます。

• ASPIマネージャがロードされていない
• MOドライブが見つからない (ディスクが挿入されているかいないかにかかわらず )
• ドライバが既にロードされている

重要： デフォルトでは、MOディスクドライブの SMARTDRVキャッシュはオフになっ
ています。これは、SMARTDRVの書き込みキャッシュがオンのときに書き込み
保護がされているディスクにデータを書き込もうとすると、コンピュータをリ
セットしなければならないからです。

MO ディスクドライバの詳細については、製品に付属しているインストールディスク、ま
たは富士通のWebサイト (http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/aboutmo/)を参照してください。

 ASPIマネージャと対応アダプタ

 次の表は、Drive Image Proに同梱されている ASPIマネージャとそれに対応するカードの
一覧です。Drive Imageは、SCSIカードに対応するためにインストールされた ASPIマネー
ジャを使います。

ASPI8DOS.SYS

PCIバス

Adaptec AHA-2910A/2910B
Adaptec AHA-2930A/2930B
Adaptec AHA-2940/2940AU/2940W/2940U/2940UW
Adaptec AHA-2944W/2944UW
Adaptec AHA-3940/3940U/3940W/3940UW
Adaptec AVA-2904、AVA-2902E/I
Adaptec AIC-7850/7855/7860/7870/7880ベースの SCSIホストアダプタ
Jaz jet (PCモデル )
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ASPI7DOS.SYS

EISAバス

Adaptec AHA-1740/1742/1744
Adaptec AHA-1740A/1742A
Adaptec AHA-2740/2742/2740T/2742T
Adaptec AHA-2740A/2742A/2740AT/2742AT
Adaptec AHA-2740W/2742W
Adaptec AIC-7770ベースの SCSIホストアダプタ

VLバス

Adaptec AVA-2825
Adaptec AHA-2840VL/2842VL
Adaptec AHA-2840A/2842A

ASPI4DOS.SYS

ISAバス

Adaptec AHA-1540B/1542B
Adaptec AHA-1540C/1542C
Adaptec AHA-1540CF/1542CF
Adaptec AHA-1540CP/1542CP
Microchannel  Adaptec AHA-1640

ASPI2DOS.SYS

ISAバス

Adaptec AVA-1502P/AP
Adaptec AVA-1505
Adaptec AVA-1515
Adaptec AHA-1510/1520/1522
Adaptec AHA-1510A/1520A/1522A
Adaptec AHA-1510B/1520B/1522B
Adaptec AHA-1530P/1532P
Adaptec AVA-1502AE/AI、AVA-1505AE/AI、AVA-1505AES
Adaptec AIC-6260/6360/6370ベースの SCSIホストアダプタ
Adaptec AVA-1502AE/AI、AVA-1505AE/AI、AVA-1505AES

MCAM18XX.SYS

PCIバス

Adaptec AHA-2920/2920A
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MA160.SYS

必要に応じて、GUEST.INI ファイルまたは LDSQSCSI.BATファイルの ASPI マネージャ
の行にこのアダプタを追加します。

ISAバス

Trantor T160
Microchannel  Trantor T260

MA348.SYS

必要に応じて、GUEST.INI ファイルまたは LDSQSCSI.BATファイルの ASPI マネージャ
の行にこのアダプタを追加します。

パラレルポート Trantor MiniSCSI Plus(T348)
Adaptec MiniSCSI Plus(APA-348)

MA358.SYS

必要に応じて、GUEST.INI ファイルまたは LDSQSCSI.BATファイルの ASPI マネージャ
の行にこのアダプタを追加します。

パラレルポート Trantor MiniSCSI EPP(T358)
Adaptec MiniSCSI EPP(APA-358)
Adaptec MiniSCSI EPP(APA-358A)

ASPIIDE.SYS

IDE

SCSIから IDEの ASPIマネージャ
Zip IDEドライブ

ASPIATAP.SYS

SCSIから ATAPIの ASPIマネージャ

ASPIPPM1.SYSと ASPIPPM2.SYS

SCSIからパラレルポートの Zipドライバ
Jaz Traveller

ASPIEDOS.SYS

Adaptec AHA-1740/1742/1744(拡張モードのみ )
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ASPIPC16.SYS

PC1600アダプタ Zip Zoom SCSIアクセラレータ
Adaptec APA-1460とその他の AIC-6260/5360ベースのアダプタ
Jaz jet ISAアダプタ
Zip zoom SCSIアクセラレータ
Zipカード PCMCIA SCSIアダプタ

ASPI1616.SYS

PC1616とその他の NCR-53C406Aベースのアダプタ

ASPI2930.SYS

AHA-2930アダプタ
PowerQuest Drive Image 107



108
 付録 B: リムーバブルメディアドライブの設定



付録C

トラブルシューティング
付録 Cでは、Drive Imageの使用時に発生する可能性のある問題を修復する

方法について説明します。この付録で説明する内容は次のとおりです。

• CD-ROMドライブにアクセスする

• Drive Imageの起動に必要なコンベンショナルメモリを確保する

• 診断エラーを修復する

• パーティションテーブルエラーを修復する

• パーティションテーブルとウィルス

• PARTINFOを使って診断レポートを作成する

• エラーメッセージと解決策
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CD-ROMドライブにアクセスする

Drive Image から CD-ROM ドライブにアクセスする必要がある場合は、CD-ROM ドライ
バをロードするためのコマンドを CONFIG.SYS ファイルに追加します。また、CD-ROM
の機能拡張をロードするためのコマンドを AUTOEXEC.BATファイルに追加します。

1. DOSプロンプトで、編集対象の CONFIG.SYSファイルがあるディレクトリに移動し
ます。たとえば、起動ディスクに収められている CONFIG.SYS ファイルを編集する
場合は、「drive:」と入力し、Enterキーを押します。ここで、driveには、起動ディ
スクのドライブレターを指定します。

2.「EDIT CONFIG.SYS」と入力し、Enterキーを押します。これで、DOSエディタが
起動し、CONFIG.SYSファイルが読み込まれます。

3. DEVICEコマンドまたは DEVICEHIGHコマンドを追加します。たとえば、次のよう
に入力します。

DEVICE=[drive:][path]filename [dd-parameters]

または、次のように入力します。

DEVICEHIGH=[drive:][path]filename [dd-parameters]

[drive:][path]filename には、CD-ROM のデバイスドライバの場所と名前を指定し、
[dd-parameters]にはデバイスドライバに必要なコマンドライン情報を指定します。

コンベンショナルメモリを節約する必要がある場合は、DEVICEHIGH コマンドを使っ
てください。111ページの「Drive Imageの起動に必要なコンベンショナルメモリを確保
する」 を参照してください。

デバイスドライバの詳細については、CD-ROMに付属のマニュアルを参照してください。

4. [ファイル ]→ [保存 ]をクリックしてファイルを保存します。

5. [ファイル ]→ [開く ]をクリックして AUTOEXEC.BATファイルを開きます。

6. コマンドラインMSCDEX.EXEを追加します。

7. [ファイル ]→ [保存 ]をクリックしてファイルを保存します。

8. [ファイル ]→ [終了 ]をクリックしてエディタを終了します。
付録 C: トラブルシューティング



Drive Imageの起動に必要なコンベンショナルメモリを確保する

DOS の Drive Image 実行ファイルを起動するには、コンピュータのアドレス領域の最初
（下位）の 640KB以内（コンベンショナルメモリ）に最低 400KBのメモリが必要です。コ
ンベンショナルメモリが足りない場合は、次の方法で必要なメモリを確保してください。

MEMMAKERを実行する

MEMMAKER は、DOS の起動時にロードされるデバイスドライバやプログラムの設定を
変えずに、コンベンショナルメモリを節約するようにコンピュータを自動的に設定するプ
ログラムです。できるだけ多くのアプリケーションをコンベンショナルメモリから上位の
メモリに移動することによって、コンベンショナルメモリを確保します。MEMMAKERを
実行するには、DOS プロンプトで「MEMMAKER」と入力します。以降は、画面に表示
される指示に従って操作してください。

MEMMAKERは、DOS 6.0より前のバージョンでのみ使用できます。Windows 95、98で
は使用できません。

F8キーでプログラムのロードを中止する

MEMMAKERを実行しても十分なコンベンショナルメモリを確保できなかった場合は、コ
ンピュータを起動した直後の DOSの起動中に F8キーを押します。これで、メモリをさら
に確保できます。F8キーを押すと、ハードディスクドライブ上の CONFIG.SYSファイル
および AUTOEXEC.BAT ファイルからコマンドが 1 つずつ読み込まれ、各コマンドに対
し、そのコマンドを実行するかどうかの確認を求められます。Drive Image の実行に不要
なデバイスドライバや TSRプログラムをロードするコマンドが表示されたら、「N」(いい
え ) を入力してメモリへのロードを中止します。これで、コンベンショナルメモリを節約
できます。

オペレーティングシステムの起動ディスクを作成する

MEMMAKER と F8 キーを使っても十分なメモリを確保できなかった場合は、コンベン
ショナルメモリの消費量を最小限に抑える起動ディスクを作成します。

DOSの全バージョンに対応した起動ディスクを作成するには、次の手順に従います。

1. 空のフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブ (A:)に挿入します。

2. DOSプロンプトに続けて、「FORMAT drive: /S」と入力します。ここで、driveに
はフロッピーディスクドライブのドライブレターを指定します。

3. Enter キーを押します。
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ディスクが初期化され、オペレーティングシステムファイルがコピーされます。これで、
このディスクからコンピュータを起動できるようになります。フロッピーディスクドライ
ブに挿入したディスクからコンピュータを再起動すると、コンベンショナルメモリの消費
量を最小限に抑えることができます。このディスクからコンピュータが正常に起動したら、
フロッピーディスクからでもハードディスクドライブからでもDrive Imageを実行できます。

ネットワークを介してイメージを作成または復元するには、ネットワークの起動ディスク
が必要です。

CONFIG.SYSファイルを起動ディスクに作成する

標準の起動ディスクを作成しても十分なメモリを確保できない場合は、起動ディスクをカ
スタマイズし、更にコンベンショナルメモリを確保できるように変更します。具体的には、
ディスクからコンピュータを起動したときに、DOSオペレーティングシステムの一部が上
位メモリにロードされるようにします。起動ディスクをカスタマイズするには、ルートディ
レクトリ(A:¥)にCONFIG.SYSファイルを作成します。ルートディレクトリにCONFIG.SYS
ファイルを作成するには、次の手順に従います。

1. DOSプロンプトに続で、「drive:」と入力し、Enter キーを押します。ここで、drive
には、フロッピーディスクドライブのドライブレターを指定します。

フロッピーディスクドライブに移動したかどうかを確認してください。移動していれ
ば、drive:¥>プロンプトが表示されています。

2.「EDIT CONFIG.SYS」と入力し、Enter キーを押します。

DOSエディタが起動します。CONFIG.SYSファイルがまだ作成されていなければ、画
面には空のファイルが作成されます。

3. エディタで次の 3行を入力します。

DEVICE=C:¥DOS¥HIMEM.SYS

DEVICE=EMM386.EXE

DOS=HIGH,UMB

重要： 行の順番を変えずに入力してください。Windowsの場合は、次のように指定
します。DEVICE=C:¥WINDOWS¥HIMEM.SYS

4. [ファイル ]→ [保存 ]をクリックしてファイルを保存します。

5. [ファイル ]→ [終了 ]をクリックしてエディタを終了します。

これで、カスタマイズした起動ディスクからコンピュータを再起動できます。DOSのロー
ド時に DOS カーネルの一部が上位メモリにロードされ、コンベンショナルメモリを最大
限に節約できます。
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オペレーティングシステム圧縮ファイルを削除する

DOS 6.22をお使いで、システムに圧縮ドライブ (DriveSpace、DoubleSpace、Stackerなど )
がない場合は、オペレーティングシステム圧縮ファイルの DRVSPACE.BIN または
DBLSPACE.BINを起動ディスクから削除して、コンベンショナルメモリを解放できます。
これらの非表示のシステムファイルを削除するには、次の手順に従います。

1. DOSプロンプトに続けて、「drive:」と入力します。ここで、driveには、フロッ
ピーディスクドライブのドライブレターを指定します。

2.「ATTRIB -R -H -S *.BIN」と入力します。

3.「DEL *.BIN」と入力します。

診断エラーを修復する

Drive Image は、イメージファイルの作成またはパーティションのコピーを実行する前に
パーティションの状態を詳しく診断します。 この診断は、CHKDSK、SCANDISK、
AUTOCHK などのオペレーティングシステムのユーティリティを使って実行する診断と
同じです。

診断エラーのメッセージが表示された場合は、まずハードディスクのバックアップを作成
し、次にオペレーティングシステムのCHKDSKプログラムを問題の発生したパーティショ
ンで実行します。通常は、Drive Imageと同じ問題が検出されるはずです。Windows NTの
CHKDSKを使う場合、最初は /Fスイッチを使用しないでください。

MS-DOS 6.xまたはWindows 95、98を使用している場合は、SCANDISKを実行してくだ
さい。

DOSの CHKDSKプログラムでは、拡張属性の問題は検出できません。

CHKDSKまたは SCANDISKが Drive Imageと同じ問題を検出しなかった場合は、
(株)ネットジャパンにお問い合わせください。問い合わせ先は、付録 D に掲載されていま
す。CHKDSKまたは SCANDISKが Drive Imageと同じ問題を検出した場合は（これが通
常の結果です）、/Fスイッチを指定して CHKDSKを実行し、問題を修復してください。

/F スイッチを指定して CHKDSK を実行したら、次に、/F スイッチを指定しないで再度
CHKDSK を実行し、パーティションに問題がなくなったことを確認します。OS/2 では、
この手順を 2 回繰り返してから次に進んでください。Drive Image が引き続きエラーを検
出した場合は、パーティションを再フォーマットし、バックアップコピーからファイルを
復元して問題を修復してください。

Drive Image は、パーティションを復元した後にも診断処理を実行します。この診断が失
敗した場合は、(株 )ネットジャパンのテクニカルサポートに問題を報告してください。通
常は、軽度のファイルシステムエラーであり、CHKDSK /F でデータを損失することなく
修復できます。重度のエラーの場合は、バックアップコピーからファイルを復元する必要
があります。
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パーティションテーブルエラーを修復する

パーティションテーブルエラーは、データを維持したままで修復できる場合があります。
次の手順を実行する前に、(株 )ネットジャパンにお問い合わせください。

パーティションテーブルエラーを修復するには、エラーのないパーティションテーブルを
新しく作成する必要があります。

1. ウィルスに感染していないかどうかを確認します。

114ページの「パーティションテーブルとウィルス」を参照してください。

2. 問題のあるパーティションのバックアップを作成します。

3. そのパーティションを削除します。

DOSの旧バージョンでは、HPFSパーティションや非表示パーティションは削除でき
ません。削除する必要がある場合は、最新バージョンの FDISK プログラムを使って
ください。

OS/2の FDISKプログラムでは、パーティションが破損していると判断され、変更で
きない場合があります。この場合は、DOS の最新バージョンの FDISK プログラムを
実行してください。

4. パーティションを作成し直します。

5. パーティションの中身を復元します。

パーティションテーブルとウィルス

あるオペレーティングシステムでパーティションを変更しても、その変更内容が別のオペ
レーティングシステムでは認識されない場合があります。この場合、MBR( マスターブー
トレコード )がウィルスに感染している可能性があります。

最新のウィルスを検出できるウィルス検出ユーティリティを実行してください。ウィルス
が検出された場合は、データが失われている可能性があります。ウィルスが検出された場
合は、次の手順に従ってください。

1. ウィルスを除去する前に、両方のオペレーティングシステムで ScanDiskまたは
CHKDSKを実行し、パーティションの状態を診断します。

2. 問題が検出されなかったパーティションのバックアップを作成します。

3. すべてのオペレーティングシステムからファイルをバックアップした後、ウィルスを
除去します。

4. オペレーティングシステムごとに ScanDiskまたは CHKDSKをもう一度実行します。

5. 問題が検出されたパーティションを削除して作成し直します。
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6. オペレーティングシステムを再インストールします。

7. 必要に応じてバックアップファイルを復元します。

PARTINFOを使って診断レポートを作成する

PARTINFOは、ハードディスクのパーティションテーブルのレポートを作成する
PowerQuestのユーティリティプログラムであり、Drive Imageの CDに収められていま
す。レポートの情報は、パーティションに関するさまざまな問題の解決に役立ちます。

1. コンピュータを DOSで起動します。

2. PARTINFO.EXEが収められているディレクトリに移動します。

3. PARTINFOは、目的に応じて次のようなオプションを選択できます。 

テクニカルサポートに相談すると、Drive Image で発生した問題を修復するため、サポー
ト担当者から、PARTINFOを使って作成したレポートを求められる場合があります。

 エラーメッセージと解決策

エラーメッセージと解決策の一覧 (英語 )を参照するには、Drive Image CDから Setupを
起動し、[ドキュメント ]→ [エラードキュメント ]をクリックします。また、PowerQuest
Master Error List(http://www.powerquest.com/support/ER/err-0000.html)で同様の情報を参照
することもできます。また、主要なエラーの内容と解決方法を、ネットジャパンのホーム
ページ (http://www.netjapan.co.jp/)でもご覧頂けます。エラー発生時にご参考ください。

目的 操作内容

パーティション情報を画面に
表示する

「PARTINFO」と入力し、Enterキーを押します。

レポートをプリンタで印刷する 「PARTINFO >LPT1」または「PARTINFO 
>PRN」と入力し、Enterキーを押します。

レポートをテキストファイルと
してフロッピーディスクに保存
する

「PARTINFO >A:¥PARTINFO.TXT」と入力し、
Enterキーを押します。
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付録D

テクニカルサポート
この付録では、テクニカルサポートについて説明します。

• テクニカルサポートへ連絡する前に

• テクニカルサポートフォーム

• テクニカルサポートを受けるための条件

• テクニカルサポートの連絡先

• 補足
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テクニカルサポートへ連絡する前に

(株 )ネットジャパンでは、総合的なテクニカルサポートを実施しています。但し、テクニ
カルサポートへご連絡いただく場合は、その前に本書で解説している問題への対処方法を
参照し、お試しください。ハードディスクに関連した問題については、ハードディスクの
メーカー、または購入先のお店にお問い合わせください。また、本書の発行後に変更され
た情報が README.TXTファイルに入っています。こちらも先に参照してください。

テクニカルサポートフォーム

本書の解説に適切な解決法が見つからなかった場合は、パッケージに同梱されている『ユー
ザー登録とテクニカルサポートのご案内』に「テクニカルサポートフォーム」があります
ので、その用紙に必要事項をご記入の上、ファックスまたは Eメールにてお送りください。

注意： Drive Image の CD-ROM の中には、パーティション診断ソフト PARTINFO が
入っています。エラーが出た場合には、PARTINFO を実行し、解析した情報を
テキストにしてEメールあるいはファックスにて弊社のテクニカルサポートまで
お送りください。
DOSプロンプトにて、

PARTINFO > ドライブ名 :¥PARTINFO.TXT

を実行する事で、解析した情報がテキストとして作成されます。

テクニカルサポートを受けるための条件

本書の解説では問題解決に至らなかった場合は、以下の方法でテクニカルサポートへご連
絡ください。ここでサポートを受けられるのは、Drive Image の登録ユーザーに限られて
います。無償サポートを受けられる期間は、ご購入日から 90 日間まで、とさせていただ
きます。
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テクニカルサポートの連絡先

注意： テクニカルサポートへお問い合わせなさる際には :

• テクニカルサポートフォーム (シリアル番号を必ず明記してください。)

• PARTINFOの結果 (前ページを参照してください。) 

• 症状 (同梱のテクニカルサポートフォーム、もしくはそれに準拠したもので、
なるべく手順がはっきりわかるようにお願いします。) 

上記の資料をお送りください。 (電話でお問い合わせなさる際も、お手元にこれら
をご用意ください。) これらの情報がそろっていない場合には、ご回答できないこ
ともございます。

ファックス 03-3864-5230

前ページに記載された内容と、発生した問題の概略をお送りください。

Eメール support@netjapan.co.jp

Eメールでのメッセージも受け付けています。送付先は、support@netjapan.co.jpです。
また、弊社Webサイト (www.netjapan.co.jp) や PowerQuest社Webサイト
(www.powerquest.com)にも情報が掲載されていますので、お問い合わせいただく前にご参
照ください。

郵便

郵送先：〒 101-0032　東京都千代田区岩本町 2-18-3
 (株 ) ネットジャパン

テクニカルサポートまで

電話 03-3864-5290

このサービスは、休日・祝日を除く月曜から金曜日の 10:00から 12:00、13:00から 17:00の
間に実施していますが、混雑が予想されますので、緊急の場合以外は極力お避けください。

補足

• JISキーボード(通常日本で販売されているものは全てこれです)を使用している場合、
英語MS-DOSを起動させた時に、“ : ” や “ ¥ ”  を入力する方法は次のとおりです。

“ : ” の入力方法：Shiftキーを押しながら“ ;+れ ”が表示されたキーを押します。

“ ¥ ” の入力方法：“ ]}む ”が表示されたキーを押します。

• 本書は開発中の画面をもとに作成しています。お手元の製品の画面表示と異なる場合
がある旨、ご了承ください。
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用語集
ATA
コントローラポートまたはコントローラカードにハードディスクドライブを接続するため
の標準規格。ハードディスクドライブは、コントローラポートやコントローラカードを介
して、コンピュータと接続されます。ATAが標準規格となるまで、ハードディスクドライ
ブとコンピュータの接続方法はさまざまで、互換性がありませんでした。しかし、この処
理を単純化した ATAの発表により、関連ハードウェアの開発および購入にかかるコストが
低減しました。ATAは、IDE（Integrated Drive Electronics)の正式名称です。

ATA-2
新しい拡張 IDE規格の一般名称。この規格は現在策定中であり、標準規格としては認定さ
れていません。

BIOS (Basic Input/Output System)
PC互換の ROMに組み込まれたプログラムコード。コンピュータを起動したり、低水準の
ハードディスクドライブアクセスなどの基本的なサービスを提供します。

EIDE (Enhanced Integrated Drive Electronics)
ATA-2の特定の機能を普及させるためのマーケティング用語。

FAT (File Allocation Table)
ファイルやディレクトリを格納したり、取得するために DOS、Windows 95/98、および
Windows NTで使用されているファイルシステム。OS/2で使用される場合もあります。

FAT32
Windows 95のアップデート版 (バージョン 4.00.950B以降およびWindows 98)で使用され
ているファイルシステム。FAT32は、FATファイルシステムの拡張版です。FATファイル
システムのファイルアロケーションテーブルのエントリは 16 ビットですが、FAT32 では
32 ビットです。そのため、FAT32 では、より大きいサイズのボリューム (2 テラバイトま
で )を扱うことができます。

GB (ギガバイト )
1.073.741.824バイトのこと。

HPFS
High Performance File System の略。OS/2 では、FAT ファイルシステムの代わりに使用さ
れます。

IDE
「ATA」を参照してください。
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LBA (Logical Block Addressing)
1) EIDE では、CHS 値を単一の連続する 28 ビットの数字に置き換えてセクタアドレスを
指定する方法のこと。2) 一般的には、CHSと対照的な、ハードディスクのセクタの 1次元
のアドレスのこと。

Linux
UNIXオペレーティングシステムのフリーウェア版。Linux Ext2ファイルシステムは、Linux
オペレーティングシステム用に開発されました。Linux Ext2 ファイルシステムは、最大 4
テラバイトのボリュームに対応しています。

MB (メガバイト )
1,048,576バイトのこと。

NetBIOS
IP/SPや TCP/IPなどの低水準のネットワークプロトコルに対応した、高水準のネットワー
クプログラミングインターフェイス。

NetWare
Novell NetWareネットワークオペレーティングシステムでは、NetWareサーバー用に開発
された NetWareファイルシステムを採用しています。

NTFS (New Technology File System)
Windows NTで、FATや HPFSの代わりに採用されているファイルシステム。

空き領域
ハードディスクドライブ上の領域のうち、どのパーティションにも割り当てられていない
領域。

イメージ
ドライブにあるパーティションのスナップショット。イメージを使って、システムのバッ
クアップ、新しいハードディスクドライブのインストール、または新しいシステムの設定
を行うことができます。

拡張パーティション
ハードディスクドライブ上の4つの基本パーティションのうちの１つを拡張パーティション
にすることができます。拡張パーティションには、直接データを保存できません。拡張パー
ティション内に論理パーティションを作成することによって、その中にデータを格納するこ
とができます。拡張パーティション内に作成できる論理パーティションの数には制限があり
ません。拡張パーティションをアクティブパーティションにすることはできません。
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基本パーティション
マスターブートレコードのパーティションテーブルで参照されるパーティション。1 台の
ハードディスクドライブには、4 つの基本パーティションを作成できます。そのうちの 1
つを拡張パーティションにすることもできます。アクティブに設定できる基本パーティ
ションは一度に 1つだけです。一般的に、データやアプリケーションは拡張パーティショ
ン内の論理パーティションに置かれます。この結果、データは、すべての基本パーティショ
ンからアクセスできるようになります。

～先
たとえば、あるハードディスクドライブに対してコピーや復元を行う場合、そのハードディ
スクドライブを "コピー先 "または "復元先 "のハードディスクドライブと呼びます。

ジャンパ
ハードディスクドライブの外側に取り付けてある金属製のピンと回路の遮断キャップ。ピ
ンからキャップを取り外し、別の位置のピンにキャップをかぶせて、マスターやスレーブ
などのジャンパ設定を変更することができます。

スレーブ
IDEハードディスクドライブコントローラ上の 2台目のハードディスクドライブ。

ディスク
データを格納するためのハードウェアデバイス。ディスクには、MBR( マスターブートレ
コード )とパーティションが含まれます。

パーティション
ディスク上の連続した領域。マスターブートレコードで定義されています。パーティショ
ンには、特定のファイルシステム (FAT、FAT32、HPFS、NTFSなど )が使用されます。

復元
イメージファイルを復元先のドライブにダウンロードすること。

分割イメージ
イメージそのものより小さいメディアに保存するために、複数のセグメントに分割された
イメージファイル。

ボリューム
このユーザーガイドでは、"パーティション "と同じ意味で使用しています。

マスター
IDEのハードディスクドライブコントローラの先頭に接続されたハードディスクドライブ。
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～元
たとえば、あるハードディスクドライブのイメージを作成する場合、イメージ化されるハー
ドディスクドライブを "作成元 "と呼びます。

論理ドライブ
拡張パーティション内の連続する領域のうち、オペレーティングシステムがファイルの格
納や取得に使用できる領域。
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数字
1024シリンダ境界、表示インジケータ 58
2GB起動コード境界、表示インジケータ 58

A
ASPIマネージャ

一覧と対応アダプタ 104
リファレンス 101

ASPIマネージャが対応するアダプタ 104

B
BIOS、古いバージョンの BIOSを搭載した
コンピュータ 90

C
Castlewood ORBドライブ 93
CD-ROM

イメージファイルを作成する 23
イメージファイルを復元する 39
ドライブにアクセスする 110
ドライブレター、割り当てる 94

CD-ROMドライブにアクセスする 110
CD-ROMドライブ、ドライブレターを
割り当てる 110

CD-Rのサポート 13
CHKDSK 6, 113
CONFIG.SYS、起動ディスクに作成する 112

D
DataKeeper 77

インストールおよび設定する 78
オンラインヘルプ 88
カスタムバックアップの作成 81
コマンドラインオプション 87
システムを監視する 81
バックアップを復元する 85
モバイルのサポート 84

DataKeeperを使ってバックアップする 77
DOSドライバ、PCMCIAカード用を
ロードする 93

DOS、緊急用ディスクを使用して Drive Image
を実行する 5

Drive Image
Ghostイメージファイルを変換する 96
SCSIハードディスクドライブでの使用 90
パーティション操作 57
古いバージョンの BIOSを搭載した
コンピュータで使う 90

Drive Image File Editor 65
イメージを検証する 72
環境設定 (オプション ) 74
システム要件 66
パスワードによる保護 70

Drive Imageから CD-ROMドライブに
アクセスする 110

Drive Imageの実行を準備する 6
Drive Imageをアンインストールする 10
Drive Imageを実行する

準備 6
スケジュールした時間に実行 7
ハードディスクからの実行 6
フロッピーディスクからの実行 7

Drive Imageを実行するための前提条件 6
Drive Imageを実行する、準備 13

F
F8キー、プログラムのロードを中止する 111
FAT診断エラー 115
FireWire接続の CD-Rドライブ 13

G
Ghostイメージファイルの変換 96
GUEST.INI、編集 100

H
HPFS診断エラー 115

I
IDE接続の CD-Rおよび CD-RWドライブ 13
ImageShield 21, 70
Iomegaドライバ 100

ASPIマネージャ 101
GUEST.INIファイルを編集する 100
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USBポートに接続された Zipドライブが
表示されない 100

インストールする 6
ドライブレターを割り当てる 102

J
Jazドライバ 100
Jazドライバが原因で Drive Imageが停止する 

99
JISキーボード 119

K
KEYB.COM 98

M
MEMMAKER 111
MOドライバ

ドライバをインストールする 6
MOドライブ 102

ドライバをインストールする 6

N
NetWareクライアント、パラレルポート
デバイスとともに使用する 6

NTFSINI.EXE 12
NTFS診断エラー 115
NTFSパーティション、イメージを作成する 16
NTFSパーティション、イメージを復元する 29

O
ORBドライブ 93

P
PARTINFOプログラム 115
PCMCIAカード用の NICドライバ 93
PCMCIAカード、Drive Imageと使う 93
PQPACKET.EXE 13, 28

S
ScanDisk、Drive Imageの実行前 6
SCSI接続の CD-Rドライブ 13
SCSIハードディスクドライブ 90
SmartSectorコピーを使用しない 20, 53

U
USB接続の CD-Rドライブ 13
USBポート、接続された Zipドライブを
使用できない 100

W
Windows 2000 Professional 2

緊急用ディスクの制限 5
Windows NT

緊急用ディスクの制限 5
パーティションをコピーする 12
非表示 NTFSパーティション上でイメージ
を作成する 16

非表示の NTFSパーティションから
イメージを復元する 29

Windows NT Workstation 2

Z
Zipドライブ

Drive Imageを停止させる原因 99
Iomegaドライバを参照
イメージファイルを作成する 22
イメージファイルを復元する 37
ドライバ 100

あ
空き領域、元のサイズを保持する 49
アクティブパーティション 62
アクティブパーティションを設定する 62
圧縮

OSファイルを削除する 113
レベル 17

い
一般的なパーティション操作 57
イメージ作成後にイメージ状態を診断する 21
イメージ状態を検証する

Drive Image File Editor 72
イメージを復元する前に 29
拡張オプション 21

イメージファイル
CDから復元する 28
Ghostファイルを変換する 96
OS圧縮ファイルを削除する 113
圧縮する 17, 70
検証する 72
索引



削除する 72
作成する 11, 14
ハードウェア構成 12
復元する 27
メディアを分割する 19

イメージファイルサイズを推定する
イメージファイルのサイズ、推定する 17

イメージファイルサイズ、推定する 17
イメージファイルを圧縮する 17, 70
イメージファイルを作成する 11, 14

CD-ROM 23
CD-R上に 13
Zipドライブ 22
イメージ状態を検証する 21
拡張オプション 20
事例 22
第 2ハードディスク 25

イメージファイルを復元する 27
CD 28, 39
拡張オプション 36
サイズ変更オプション 35
事例 37
パーティションのサイズを変更する 31

イメージファイルを分割する 21
イメージを作成する、非表示パーティション 16
イメージをメディアに分割する 21
インストールする

DataKeeper 78
Drive Image 4
アンインストール 10
イメージファイルを復元するを参照
リムーバブルデバイスドライバ 6

インストールする、リムーバブルメディアの
ドライバ 99

う
ウイルス検出 13, 28

え
エラーメッセージ 115

お
オペレーティングシステム

圧縮ファイルを削除する 113
インストール用 4
起動ディスク 111

オンラインヘルプ 10
DataKeeper 88
Drive Image File Editor 75

か
カードバスサービス、Drive Imageで使うため
に有効にする 93

拡張オプション
イメージを作成する 20
イメージを復元する 36
ディスク間のコピー 53

拡張パーティション、作成する 59
環境設定、Drive Image File Editor 74

き
キーボード、国際 98
起動ディスク

CONFIG.SYSを作成する 112
Drive Imageの緊急用ディスクを作成する 

5
システムディスクを作成する 111
使用する 111

緊急用ディスク
Drive Imageを実行する 7
Windows NTまたはWindows 2000上での
制限 5

作成する 5

く
クライアント、パラレルポートデバイスを
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